


○
道
路
河
川
災
害
復
旧
工
事
費

問
　
　
工
事
請
負
費
に
10
億
円
を
計
上
し
て
い
る
が
、

　
　
そ
の
内
容
は
。

答
　
　
現
在
災
害
査
定
を
受
け
て
お
り
、
市
道
や
河
川
で
約

４
０
０
カ
所
が
被
災
し
た
。

　
査
定
を
受
け
た
と
こ
ろ
か
ら
順
次
、
発
注
し
て
い
き
た

い
の
で
10
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　
今
回
を
含
め
、
災
害
復
旧
事
業
３
年
間
で
総
額
30
億
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

○
漁
港
施
設
等
災
害
復
旧
工
事
費

問
　
　
被
災
し
た
漁
港
の
内
訳
は
。

答
　
　
小
堀
内
（
摂
待
）、
宿
、
仲
組
、
姉
吉
、
千
鶏
、
石
浜

漁
港
の
６
漁
港
の
11
カ
所
が
被
災
し
た
。

○
川
井
地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設
災
害
復
旧
工
事
費

問
　
　
川
井
地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設
の
復
旧

　
　
内
容
は
。

答
　
　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
電
柱
に
共
架
し
て
い
る

が
、
台
風
10
号
の
影
響
に
よ
り
電
柱
５
本
が
倒
壊
し
た
。

ケ
ー
ブ
ル
の
架
け
替
え
や
、
繋
ぎ
直
す
も
の
。

○
林
道
災
害
復
旧
工
事
費

問
　
　
今
回
の
補
正
対
象
の
場
所
は
ど
こ
か
。

答
　
　
林
道
は
99
路
線
あ
る
が
、
災
害
査
定
は
39
路
線
と
な

り
、
今
回
の
補
正
は
５
路
線
と
な
る
。
優
先
箇
所
の
選
定

は
、
生
活
道
で
あ
る
か
、
被
災
し
て
い
る
場
所
を
通
ら
ず

に
林
道
の
施
工
場
所
に
行
け
る
か
、
と
い
っ
た
観
点
で
考

え
て
い
る
。
路
線
名
は
大
鰐
谷
線
、
小
田
代
線
、
倉
ノ
沢

線
、
坂
本
沢
線
、
安
庭
害
鷹
森
線
と
な
る
。

○
農
地
災
害
復
旧
工
事
費

　
農
道
災
害
復
旧
工
事
費

　
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工
事
費

問
　
　
今
回
の
補
正
対
象
の
場
所
は
ど
こ
か
。

答
　
　
農
地
、
農
道
、
農
業
用
施
設
と
も
、
今
回
の
補
正
で
完

了
と
な
る
。
農
道
に
つ
い
て
は
、
上
大
野
と
中
大
野
の
２

路
線
。
江
繋
の
向
田
線
、
亀
ケ
森
の
牧
野
内
道
路
の
４
路

線
。
農
業
用
施
設
は
、
中
大
野
の
用
水
路
と
排
水
路
、
田

鎖
の
揚
水
機
、
神
田
の
頭
首
工
、
片
巣
の
用
水
路
、
小
舘

の
沢
の
頭
首
工
、
湯
沢
の
用
水
路
と
な
る
。
農
地
は
各
地

に
あ
る
の
で
、
被
害
の
大
き
い
と
こ
ろ
と
な
る
。

○
被
災
者
住
宅
再
建
支
援
事
業
補
助
金

　
被
災
者
す
ま
い
の
再
建
促
進
事
業
補
助
金

問
　
　
申
請
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
　
　
住
宅
再
建
支
援
が
平
成
24
〜
27
年
度
で
８
９
９
件
、

28
年
度
が
11
月
末
で
１
８
０
件
。
す
ま
い
の
再
建
促
進
が

平
成
24
〜
27
年
度
で
８
９
０
件
、
28
年
度
が
11
月
末
で

１
７
７
件
で
あ
る
。

問
　
　
災
害
公
営
住
宅
を
退
去
し
た
人
は
、
こ
の
補
助
を
受
け

　
　
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

答
　
　
災
害
公
営
住
宅
に
入
居
し
た
時
点
で
生
活
再
建
が
な
さ

れ
た
と
み
な
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
後
は
こ
の
補
助
は
対
象

と
な
ら
な
い
。

○
田
老
地
区
産
直
・
交
流
施
設
整
備
工
事
費

問
　
　
市
で
整
備
す
る
施
設
は
、今
回
の
補
正
で
一
区
切
り
か
。

答
　
　
全
体
的
な
駐
車
場
整
備
と
併
せ
て
、
建
物
施
設
に
つ
い

て
は
潮
里
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
産
直
施
設
、
ト
イ
レ
を
整
備

す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
産
直
施
設
で
一
区
切
り
つ
く

こ
と
に
な
る
。

問
　
　
完
成
時
期
は
、
い
つ
頃
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答
　
　
１
月
に
工
事
発
注
し
、
３
月
頃
に
工
事
着
手
、
29
年
度

秋
ま
で
に
は
完
成
し
運
営
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

道路河川災害復旧工事費 10 億円

漁港施設等災害復旧工事費  6 億５９００万円

林道災害復旧工事費  8 億７５０万円

農地災害復旧工事費 4 億３２００万円

農道災害復旧工事費 １８００万円

農業用施設災害復旧工事費  1 億１４００万円

宮古市消防団屯所災害復旧工事費 ６００万円

川井地域情報通信基盤施設災害復旧工事費 ２５０万円

復興住宅新築等補助金 ２３５０万円

被災者住宅再建支援事業補助金 ６２５０万円

被災者すまいの再建促進事業補助金 １億２５００万円

被災農業者緊急支援事業補助金  ２３００万円

潮里たろう情報発信基地解体工事費  １３００万円

田老地区産直・交流施設整備工事費 １億１８８０万円

田老地区産直・交流施設用備品購入費  ９７０万円

【災害復旧関連】 【被災者支援関連】

【被災者支援関連】

補正予算審査

　
平
成
28
年
12
月
宮
古
市
議
会
定
例
会
が
、
12
月
7
日
〜
12
月
22
日
ま
で
の

16
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
意
見
書
な
ど

議
案
21
件
を
可
決
、請
願
１
件
を
採
択
、陳
情
１
件
を
一
部
採
択
し
ま
し
た
。

　
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
議
員
の
資
格
に
つ
い
て
は
、
議
員
の
資
格
を
有

し
な
い
と
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
提
出
さ
れ
た
議
員
の
資
格
に
つ

い
て
は
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

台
風
10
号
災
害
復
旧
関
連
補
正
予
算

 

32
億
６
３
２
４
万
８
千
円
を
可
決

平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
に
総
額
55
億
８
３
６
万
８
千
円
を
追
加

12月定例会
開　催

・平成 28年度宮古市一般会計補正予算

・ 平成 28 年度宮古市国民健康保険事業勘定特別会計
補正予算

・平成 28年度宮古市介護保険事業特別会計補正予算

・宮古市市税条例等の一部を改正する条例

・宮古市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

・宮古市印鑑条例の一部を改正する条例

・宮古市児童館条例の一部を改正する条例

・宮古市介護保険条例の一部を改正する条例

・ 宮古市農地及び農業用施設災害復旧事業分担金徴収
条例

・宮古市営住宅条例の一部を改正する条例

・ 宮古市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
する条例

・農協改革・指定生乳生産者団体制度維持に関する請願

・度重なる冠水浸水から地域を守る対策を求める陳情

12 月補正予算　一般会計・特別会計 3件を可決

平成 28年 12月定例会の主な内容

平成 28年度一般会計予算に 55億 836 万 8千円を追加し、歳入歳出予算総額はそれぞれ、

660億 2894 万 3千円となりました。

会計別（歳出） 区分 補正前の額 補正額 計

（１）一般会計 605億 2057 万円 55億 836 万円 660 億 2894 万円

（２）特別会計

国民健康保険事業勘定
特別会計 87億 441 万円 2680 万円 87億 3121 万円

介護保険事業特別会計 66億 5614 万円 174 万円 66億 5788 万円

※墓地事業特別会計補正予算は繰越明許費の補正のみ
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12
月
定
例
会

補
正
予
算
審
査

資
格
審
査
特
別
委
員
会

資
格
審
査
特
別
委
員
会

視
察
報
告

視
察
報
告

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費
使
用
状
況

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費
使
用
状
況

決
算
審
査

決
算
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

補
正
予
算
審
査

12
月
定
例
会



　
平
成
28
年
９
月
８
日
、
今
村
正
議
員
よ
り

松
本
尚
美
議
員
に
対
す
る
資
格
決
定
要
求
書

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
資
格
決
定
要
求
の
内
容
は
、
松
本
尚
美
議

員
が
市
と
請
負
関
係
に
あ
る
有
限
会
社
マ
ツ

モ
ト
機
材
工
業
の
取
締
役
に
就
任
し
て
お

り
、
同
社
が
平
成
25
年
度
か
ら
３
年
間
で
約

４
億
２
千
万
円
の
工
事
を
市
か
ら
請
負
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
議
員
の
兼
業
禁
止
に
つ
い

て
規
定
し
た
地
方
自
治
法
第
92
条
の
２
の
規

定
に
該
当
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
資
格
決
定
要
求
を
受
け
、
９
月
26
日

に
委
員
８
名
で
構
成
す
る
資
格
審
査
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
本
尚
美
議
員
の
資
格
決
定
の
審
査
に
つ

い
て
は
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
、
９
月

26
日
か
ら
12
月
２
日
ま
で
、
延
べ
８
回
に
渡

り
、
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
方
自
治
法
第
92
条
の
２
で
は
「
普
通
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
は
、
当
該
普
通

地
方
公
共
団
体
に
対
し
請
負
を
す
る
者
及
び

そ
の
支
配
人
又
は
主
と
し
て
同
一
の
行
為
を

す
る
法
人
の
無
限
責
任
社
員
、
取
締
役
、
執

行
役
若
し
く
は
監
査
役
若
し
く
は
こ
れ
ら
に

準
ず
べ
き
者
、
支
配
人
及
び
清
算
人
た
る
こ

と
が
で
き
な
い
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
62
年
の
最
高
裁
の
判
例
で

は
、
当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
等
に
対
す
る

請
負
量
が
当
該
法
人
の
全
体
の
業
務
量
の
半

分
を
超
え
る
場
合
は
、
そ
の
こ
と
自
体
に
お

い
て
、
当
該
法
人
は
「
主
と
し
て
同
一
の
行

為
を
す
る
法
人
」に
当
た
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
前
提
を
基
に
、
委
員
会
で
検
討

し
た
結
果
、
松
本
尚
美
議
員
が
有
限
会
社
マ

ツ
モ
ト
機
材
工
業
の
取
締
役
を
辞
任
し
た
平

成
28
年
４
月
15
日
の
時
点
に
お
い
て
、
平
成

27
年
度
の
同
社
の
宮
古
市
か
ら
の
請
負
比
率

は
、
少
な
く
と
も
59
・
69
パ
ー
セ
ン
ト
を
上

回
っ
て
お
り
、
同
社
は
「
主
と
し
て
同
一
の

行
為
を
す
る
法
人
」
で
あ
っ
た
と
判
断
し
ま

し
た
。

　
よ
っ
て
、
委
員
会
で
は
、
松
本
尚
美
議
員

は
、
平
成
28
年
４
月
15
日
の
時
点
に
お
い

て
、
地
方
自
治
法
第
92
条
の
２
の
規
定
に
該

当
し
て
お
り
、
宮
古
市
議
会
の
議
員
た
る
資

格
を
失
っ
て
い
た
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
こ
の
委
員
会
の
報
告
を
受
け
て
、
12
月
７

日
の
本
会
議
で
議
員
の
資
格
決
定
に
つ
い
て

採
決
を
行
い
ま
し
た
。

　
議
員
の
資
格
を
有
し
な
い
と
い
う
決
定
に

つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第
１
２
７
条
の
規

定
に
よ
り
、
出
席
議
員
の
３
分
の
２
以
上
の

多
数
に
よ
り
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
24
、
反
対
な
し
（
欠

席
２
、
退
席
１
）
に
よ
り
、
委
員
会
の
報
告

の
と
お
り
決
定
し
た
た
め
、
松
本
尚
美
議
員

は
同
日
付
で
失
職
と
な
り
ま
し
た
。

▼ご意見はお便りまたはFAX、
　mail にてお寄せ下さい

〒 027-8501 

宮古市新川町 2番 1号　市議会事務局

▲

 fax：63-9117

▲

 mail：gikai@city.miyako.iwate.jp

▼
お
聞
か
せ
下
さ
い

よ
り
良
い
誌
面
づ
く
り
の
た
め
に

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員

会
で
は
よ
り
良
い
誌
面
づ

く
り
の
た
め
に
、
み
や
こ

市
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

の
意
見
や
感
想
を
広
く
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。
皆
様

の
お
声
を
ぜ
ひ
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

み
や
こ
市
議
会
だ
よ
り
に

つ
い
て
意
見
や
感
想
を

お
聞
か
せ
下
さ
い

資格審査特別委員会報告
　
農
協
改
革
・
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
制
度
維
持
に

関
す
る
請
願
は
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

①
農
協
改
革
に
つ
い
て
は
、
自
己
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
る
実
態
に
鑑
み
、
協
同
組
合
原
則
を
無
視
し
た

介
入
は
行
わ
な
い
と
と
も
に
、
本
市
の
農
業
振
興
や

農
業
所
得
増
大
の
視
点
か
ら
も
、
現
実
的
で
は
な
い

事
業
・
組
織
の
見
直
し
を
強
要
し
な
い
こ
と
。
②
指

定
生
乳
生
産
者
団
体
制
度
は
、
生
乳
が
持
つ
腐
敗
し

や
す
く
貯
蔵
性
が
な
い
と
い
う
特
性
を
踏
ま
え
酪
農

家
が
営
々
と
努
力
を
積
み
重
ね
、
創
り
上
げ
て
き
た

極
め
て
重
要
な
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
行
の

指
定
生
乳
生
産
者
団
体
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
。

　
こ
の
２
点
を
「
農
協
改
革
及
び
指
定
生
乳
生
産
者

団
体
制
度
の
維
持
に
関
す
る
意
見
書
」
と
し
て
関
係

機
関
へ
送
付
し
ま
し
た
。

　
藤
原
地
区
の
冠
水
浸
水
対
策
を
求
め
る
陳
情
で
す
。

　
採
決
に
あ
た
り
落
合
議
員
が
「
藤
原
地
区
の
台
風
被
害
を

大
き
く
し
た
要
因
は
閉
伊
川
水
門
工
事
が
一
つ
で
あ
り
そ
の

こ
と
を
多
く
の
住
民
や
漁
協
幹
部
も
指
摘
し
て
お
り
私
も
同

感
で
す
。
確
か
に
陳
情
書
に
は
そ
の
こ
と
に
は
直
接
触
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
は
趣
旨
を
汲
ん
で
判
断
す
べ
き
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。」
と
一
部
採
択
に
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
し

た
。

　
採
決
の
結
果
、
陳
情
項
目
１
、
藤
原
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
早

期
整
備
、
陳
情
項
目
２
、
震
災
・
台
風
で
決
壊
し
た
堤
防
の

早
期
復
旧
に
よ
る
浸
水
被
害
の
解
消
、
陳
情
項
目
３
、
閉
伊

川
河
川
の
浚
渫
と
河
川
堤
防
の
嵩
上
げ
等
の
整
備
強
化
に
つ

い
て
は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
陳
情
項
目
４
、
度
重
な
る
事
業
費
の
増
嵩
、
工
期
の
大
幅

延
長
等
進
捗
状
況
に
鑑
み
水
門
事
業
の
中
止
等
含
め
た
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
閉
伊
川
水
門
整
備
事
業
は
河
川
災
害
に
関

わ
る
も
の
で
は
な
く
、
津
波
に
よ
る
浸
水
か
ら
地
域
を
守
る

施
設
で
あ
り
、
施
工
者
の
県
で
は
平
成
32
年
度
の
完
成
に
向

け
て
事
業
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

　
各
議
員
の
賛
否
に
つ
い
て
は
下
の
表
を
ご
確
認
下
さ
い
。

賛否一覧表
 「○」＝賛成者、「×」＝反対者、「退」＝退席者、「欠」＝欠席者、「－」＝議長（裁決に加わらない）

 議員名
 （議席番号）
議案番号
 議案名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

採決
方法

議
決
結
果

今

村
　

正

小

島

直

也

欠

　

番

佐
々
木
　
清
明

白

石

雅

一

鳥

居
　

晋

中

島

清

吾

伊

藤
　

清

内

舘

勝

則

北

村
　
　

進

佐
々
木
　
重
勝

須
賀
原
チ
エ
子

髙

橋

秀

正

橋

本

久

夫

古

舘

章

秀

工
藤
小
百
合

坂

本

悦

夫

長

門

孝

則

佐
々
木
　
　
勝

落

合

久

三

竹

花

邦

彦

欠

番

坂

下

正

明

茂

市

敏

之

藤

原

光

昭

田

中
　

尚

加

藤

俊

郎

前

川

昌

登

陳
情
第
11
号

度重なる冠水浸水から地域を守
る対策を求める陳情  ※陳情第 11号については、陳情項目ごとに採決

陳情項目1
藤原雨水ポンプ場の早期整備 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 簡易

表決
採
択

陳情項目２
震災・台風で決壊した堤防の早
期復旧による浸水被害の解消

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 簡易
表決

採
択

陳情項目３
閉伊川河川の浚渫と河川堤防の
嵩上げ等の整備強化

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 簡易
表決

採
択

陳情項目４
度重なる事業費の増嵩、工期の
大幅延長等進捗状況に鑑み水
門事業の中止等含めた見直し

× × × × × ○ × × 欠 × × 欠 ○ × × × × × ○ × × × × ○ × － 起立
採決

不
採
択

農
協
改
革
・
指
定
生
乳
生
産
者

団
体
制
度
維
持
に
関
す
る
請
願

度
重
な
る
冠
水
浸
水
か
ら
地
域
を
守
る

対
策
を
求
め
る
陳
情

請
願

陳
情

採
択

一
部
採
択

45

12
月
定
例
会

12
月
定
例
会

補
正
予
算
審
査

補
正
予
算
審
査

資
格
審
査
特
別
委
員
会

視
察
報
告

視
察
報
告

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費
使
用
状
況

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費
使
用
状
況

決
算
審
査

決
算
審
査

一
般
質
問

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

資
格
審
査
特
別
委
員
会

請
願
・
陳
情



答
　
介
護
保
険
認
定
者
、
身
体
障
害
者
手
帳
所

有
者
等
を
合
わ
せ
た
４
４
０
０
人
程
度
が
対
象

と
推
計
さ
れ
る
。
震
災
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
だ
が
、
非
常
時
の
避
難
体
制
の
構
築
ま

で
は
進
ん
で
い
な
い
。

国
民
年
金
費

問
　
保
険
料
の
免
除
区
分
で
、
学
生
納
付
特
例

と
若
年
者
納
付
猶
予
の
違
い
は
何
か
。

答
　
学
生
は
在
学
し
て
い
る
方
、
若
年
者
は
50

歳
以
下
の
方
。
学
生
は
本
人
、
若
年
者
は
本
人

と
配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
以
下
で
あ
る

こ
と
が
条
件
と
な
る
。

児
童
措
置
委
託
事
業

問
　
保
育
所
の
待
機
児
童
数
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

答
　
４
月
時
点
で
１
１
人
、
10
月
に
は
42
人
と

な
っ
て
い
る
。
０
歳
児
28
人
、
１
歳
児
10
人
、

２
歳
児
４
人
、
３
歳
児
以
上
０
人
。
そ
の
他
申

し
込
み
を
し
た
が
入
所
で
き
て
い
な
い
児
童
が

55
人
と
な
っ
て
い
る
。

医
師
等
養
成
事
業

問
　
医
師
と
看
護
師
の
貸
付
額
は
ど
う
か
。

答
　
医
師
が
月
20
万
円
、
看
護
師
が
月
１
０
万

円
で
あ
る
。

問
　
卒
業
後
の
動
向
は
ど
う
か
。

答
　
医
師
は
４
年
生
と
５
年
生
で
あ
る
が
、
５

年
生
に
は
近
々
宮
古
病
院
や
診
療
所
を
見
て
も

ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
今
年
３
月
に
卒
業

し
た
看
護
師
は
市
内
の
病
院
に
勤
め
て
い
る
。

ご
み
減
量
化
対
策
事
業

問
　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
を
目

的
と
し
て
、
生
ご
み
絞
り
器
を
補
助
対
象
と
し

て
は
ど
う
か
。

答
　
生
ご
み
の
水
分
を
少
な
く
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
と
し
て
紹
介
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
か

と
思
う
。

崎
山
貝
塚
縄
文
の
森
公
園
複
合
施
設
整
備
事
業

問
　
観
光
客
も
立
ち
寄
れ
る
施
設
で
あ
り
、

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
　
広
報
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
等
で
周
知
し
て
い
る
が
、
足
り
な
い
と
感
じ

て
い
る
。
今
後
Ｐ
Ｒ
の
仕
方
を
考
え
た
い
。

【
経
済
分
科
会
】

雇
用
対
策
事
業（
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
奨
励
金
）

問
　
年
々
件
数
が
減
少
し
て
い
る
が
実
績
は
ど

う
か
。

答
　
22
年
度
９
件
、
23
年
度
２
件
、
24
年
度
３

件
、
25
年
度
13
件
、
26
年
度
８
件
、
27
年
度
５

件
と
い
う
推
移
と
な
っ
て
い
る
。

農
業
振
興
対
策
事
業（
園
芸
作
物
等
生
産
支
援

事
業
）

問
　
種
苗
の
支
援
に
よ
り
生
産
額
に
ど
の
く
ら

い
の
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

答
　
27
年
度
の
販
売
額
は
４
億
４
１
０
０
万

円
、
26
年
度
は
４
億
１
５
０
０
万
円
で

２
６
０
０
万
円
増
と
い
う
実
績
で
あ
る
。

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
　

問
　
駆
除
の
実
績
は
ど
う
か
。

答
　
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
実
績
は
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
が
86
頭
。
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
捕
獲
頭
数

は
４
頭
と
な
っ
て
い
る
。

漁
業
担
い
手
育
成
対
策
事
業

問
　
実
績
を
残
し
て
い
る
事
業
で
あ
る
。
よ
り

一
層
拡
大
、充
実
さ
せ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
は
養
殖
漁
業
に
就
漁
す
る
場
合

に
補
助
し
一
定
の
実
績
を
残
し
て
来
た
。
こ
れ

で
良
し
と
す
る
の
で
は
な
く
継
続
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は

漁
業
全
体
の
担
い
手
、
養
殖
に
限
ら
ず
漁
船
漁

業
含
め
て
何
か
で
き
な
い
か
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

企
業
誘
致
事
業

問
　
企
業
誘
致
は
大
事
な
事
業
と
認
識
し
て
い

る
が
、
宮
古
市
に
は
場
所
や
物
件
が
な
い
。
今

後
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

答
　
工
業
団
地
の
造
成
な
ど
今
ま
で
も
意
見
を

い
た
だ
い
て
き
た
。
企
業
の
求
め
て
い
る
も
の

が
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、
幅
広
く
聞
き
な
が
ら

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

【
建
設
分
科
会
】

都
市
再
生
区
画
整
理
事
業

問
　
鍬
ケ
崎
・
光
岸
地
地
区
の
仮
換
地
の
進
捗

状
況
は
。

答
　
現
在
、
宅
地
と
し
て
使
用
で
き
る
割
合
が

全
体
の
面
積
の
７
割
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
若

干
、
地
権
者
と
の
調
整
で
遅
れ
る
可
能
性
の
あ

る
箇
所
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
年
度
内
に
宅

地
を
お
返
し
し
た
い
。

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

問
　
高
浜
・
金
浜
地
区
の
横
断
歩
道
移
設
工
事

に
つ
い
て
、
通
常
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
国
が

行
う
も
の
で
は
な
い
の
か
。

答
　
国
道
を
渡
る
横
断
歩
道
で
あ
る
の
で
、
本

来
は
国
で
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
防
集

団
地
に
か
か
る
取
付
位
置
の
変
更
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
原
因
者
と
い
う
こ
と
で
震
災
対
応
に
よ

り
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
。

道
路
維
持
事
業

問
　
市
道
に
側
溝
を
整
備
す
る
際
に
ど
う
い
う

条
件
で
整
備
し
て
い
る
の
か
。

答
　
基
本
的
に
は
、
平
ら
で
あ
っ
て
境
が
あ
れ

ば
そ
こ
に
設
置
し
て
、
側
溝
の
端
を
境
に
し
て

い
る
。
法
面
な
ど
が
あ
れ
ば
法
尻
に
設
置
す
る

ケ
ー
ス
は
あ
る
。

道
路
新
設
改
良
費

問
　
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
の
不
用
額
１
億

円
と
繰
越
明
許
５
千
万
円
の
内
容
は
。

答
　
不
用
額
１
億
円
は
、
田
老
地
区
の
乗
り
越

し
道
路
に
か
か
る
も
の
で
岩
手
県
と
調
整
中
で

あ
り
支
出
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
不
用
額
と
し

た
。
繰
越
明
許
５
千
万
円
は
、
北
部
環
状
線
第

２
工
区
に
か
か
る
も
の
で
、
北
部
環
状
線
と
三

陸
沿
岸
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
取
り
付

け
の
関
係
で
国
と
の
調
整
が
必
要
で
あ
り
、
繰

り
越
し
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

浸
水
対
策
事
業

問
　
冠
水
対
策
基
本
計
画
策
定
（
市
内
６
地

区
）
業
務
委
託
と
あ
る
が
、
公
表
さ
れ
て
い
る

の
か
。
議
会
に
も
、
何
ら
か
の
形
で
情
報
提
供

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
例
え
ば
、
牛
伏
地
区
な
ど
道
路
が
冠
水
す

る
市
内
の
６
か
所
の
対
策
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
も
の
を
基
本
計
画
と
称
し
て
作
っ
た
も
の
で

あ
り
、
市
全
体
の
排
水
対
策
で
は
な
い
の
で
、

必
要
が
あ
れ
ば
担
当
課
に
来
て
い
た
だ
け
れ
ば

公
表
す
る
。

問
　
災
害
公
営
住
宅
の
入
居
状
況
は

答
　
市
で
管
理
す
る
災
害
公
営
住
宅
は
５
６
３

戸
、
う
ち
山
口
団
地
23
戸
は
未
完
成
で
あ
る

が
、
入
居
が
決
ま
っ
て
い
な
い
部
屋
が
25
戸
と

な
っ
て
い
る
。
県
で
管
理
す
る
２
０
３
戸
の
う

ち
入
居
が
決
ま
っ
て
い
な
い
部
屋
が
33
戸
で
、

全
体
で
７
６
６
戸
中
58
戸
が
空
き
と
な
っ
て
い

る
。

道
路
施
設
等
災
害
復
旧
事
業

問
　
沼
の
浜
青
の
滝
線
の
総
事
業
費
、
総
延
長

は
。

答
　
総
事
業
費
31
億
5
０
０
０
万
円
、
総
延
長

2
、
１
８
０
ｍ
で
３
工
区
に
分
け
て
実
施
し
て

い
る
。
一
部
に
海
沿
い
を
走
る
道
路
も
あ
る
の

で
、
防
潮
堤
も
含
め
て
災
害
復
旧
事
業
と
し
て

行
っ
て
い
る
。

　
平
成
27
年
度
決
算
審
査
は
台
風
10
号
災
害
の
関
係
で
９
月
定

例
会
で
は
行
わ
れ
ず
、
以
降
の
決
算
特
別
委
員
会
（
委
員
長

：

加
藤
俊
郎
委
員
長
）
は
、
分
科
会
ご
と
に
審
査
を
行
い
、
11
月

臨
時
会
で
審
査
の
内
容
が
報
告
さ
れ
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

各
分
科
会
審
査
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

【
総
務
分
科
会
】

一
般
管
理
費

問
　
時
間
外
勤
務
手
当
が
26
年
度
と
比
較
し
約

７
０
０
万
円
増
え
て
い
る
。
１
人
当
た
り
の
時

間
外
勤
務
の
状
況
は
。

答
　
１
人
当
た
り
の
時
間
数
は
、
27
年
度
は
年

間
２
８
１
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
26
年
度
は

２
５
２
時
間
。
25
年
度
は
２
３
２
時
間
で
、
27

年
度
が
復
興
事
業
の
ピ
ー
ク
と
考
え
て
い
る
。

人
事
関
係

問
　
職
種
別
職
員
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
震
災
以
降
、
技
術
職
を
派
遣
職
員
等
で

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
技
師
が
不
足
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
事
業
量
を
見
極
め
な
が
ら
対
応
し
て
い
く

が
、
現
在
の
人
数
で
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。
派
遣
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
、
市
町
村
に

働
き
か
け
を
し
て
い
く
。
職
員
数
は
９
月
１
日

現
在
で
６
９
６
人
。
土
木
技
師
の
正
職
員
は
任

期
付
き
、再
任
用
含
め
38
人
、派
遣
職
員
20
人
、

計
58
人
。
建
築
技
師
の
正
職
員
は
任
期
付
き
、

再
任
用
含
め
11
人
、
派
遣
職
員
２
人
、
計
13
人

と
な
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
事
務

問
　
返
礼
品
を
導
入
し
事
業
を
実
施
し
て
み
て

の
評
価
は
ど
う
か
。

答
　
開
始
当
初
は
12
事
業
者
だ
っ
た
が
現
在
は

24
業
者
と
な
っ
た
。
返
礼
品
も
27
品
目
か
ら
47

品
目
と
な
っ
た
。
エ
ン
ト
リ
ー
す
れ
ば
商
品
は

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
Ｐ
Ｒ
で
き
、
送
料
も
市
の

負
担
で
あ
る
。
個
人
情
報
も
委
託
事
業
者
が
管

理
す
る
こ
と
か
ら
参
加
事
業
者
に
デ
メ
リ
ッ
ト

は
な
い
と
考
え
る
。
特
産
品
の
種
類
な
ど
幅
広

く
事
業
者
の
参
加
が
寄
付
の
増
加
に
繋
が
る
と

思
う
。

車
両
管
理
事
務

問
　
震
災
以
降
、
車
両
の
賃
借
が
増
え
た
が
費

用
対
効
果
は
ど
う
か
。

答
　
長
く
使
う
車
両
は
購
入
と
し
、
需
要
が
先

ま
で
見
込
め
な
い
も
の
を
賃
借
と
し
て
い
る
。

年
数
、
使
用
頻
度
を
勘
案
し
安
全
性
と
費
用
対

効
果
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
配
車
し
て
い
る
。

公
共
施
設
再
配
置
計
画
策
定
事
業

問
　
今
後
の
施
設
維
持
管
理
の
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
現
在
、
財
政
課
で
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
公
共
施
設
再
配
置
計

画
は
箱
も
の
部
分
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
が

付
け
加
え
ら
れ
総
合
管
理
計
画
が
完
成
す
れ
ば

宮
古
市
の
公
共
施
設
の
す
べ
て
の
計
画
が
出
来

上
が
る
。
現
時
点
で
個
々
の
施
設
に
つ
い
て
具

体
的
に
動
い
て
い
な
い
が
、
実
施
計
画
で
方
向

性
を
示
し
て
い
る
。

空
家
実
態
調
査
事
業

問
　
委
託
先
は
ど
こ
で
、
ど
う
い
う
経
過
か
。

答
　
指
名
競
争
入
札
で
10
社
応
札
し
落
札
率

94
・
91
％
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
計
画
策
定
に
あ
た
り
不
動
産
会
社
の
活
用

を
指
摘
し
て
き
た
が
、ど
う
活
用
さ
れ
た
の
か
。

答
　
空
家
活
用
の
部
分
で
空
家
等
対
策
推
進
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
計
画
策
定
し
て
い
く
。
協

議
会
委
員
と
し
て
土
地
家
屋
調
査
士
、
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
岩
手
支
部
等
の
方
に
入
っ
て
い

た
だ
く
。

防
災
ラ
ジ
オ
導
入
事
業

問
　
緊
急
時
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
Ｆ
Ｍ
に
割
り
込

む
と
あ
る
が
、
緊
急
時
と
は
何
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

答
　
地
震
、
津
波
な
ど
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
起
動
す

る
部
分
で
割
り
込
ん
で
い
く
設
定
に
な
っ
て
い

る
。

地
方
交
付
税

問
　
地
方
交
付
税
は
、
税
収
が
落
ち
込
め
ば
増

え
る
訳
だ
が
、
普
通
交
付
税
は
26
年
度
と
比
較

し
て
約
６
億
円
減
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
の
か
。

答
　
市
税
収
入
は
そ
の
よ
う
に
減
っ
て
い
る

が
、
基
準
財
政
収
入
額
で
み
る
と
前
年
対
比
で

７
億
２
８
０
０
万
円
ほ
ど
増
え
て
い
る
。
地
方

消
費
税
交
付
金
が
増
え
て
い
る
。
収
入
の
方
が

増
え
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
交
付
額
の
増
に
つ

な
が
っ
て
い
な
い
。

【
教
育
民
生
分
科
会
】

行
政
連
絡
員
事
務

問
　
行
政
連
絡
員
の
確
保
な
ど
問
題
は
な
い

か
。

答
　
各
地
域
か
ら
推
薦
い
た
だ
き
、
確
保
で
き

て
い
る
。
高
齢
化
が
進
み
、
担
い
手
が
確
保
で

き
る
の
か
、
今
後
、
現
状
の
よ
う
に
地
元
の
協

力
が
得
ら
れ
る
か
不
安
が
あ
る
。

災
害
時
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
推
進
事
業

問
　
登
録
者
数
１
９
５
人
と
あ
る
が
、
対
象
者

は
何
人
か
。

11
月
臨
時
会
で

 
27
年
度
決
算
認
定

11
月
臨
時
会
で
一
般
会
計
歳
入
総
額
７
１
０
億
４
０
３
万

円
、
歳
出
総
額
６
４
０
億
２
９
８
８
万
円
を
認
定

反
対
討
論 

田
　
中
　
　
尚
　
議
員

　
　
反
対
の
理
由
と
し
て
、
第
一
は
、
中
心
市
街
地
拠
点
施

設
整
備
関
連
事
業
は
、
会
計
法
や
市
の
事
務
分
掌
規
程
に
も

違
反
し
て
お
り
、
結
論
あ
り
き
の
事
業
実
施
姿
勢
を
認
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
第
二
は
、
産
業
振
興
に
関
わ
る
農
林
水

産
業
予
算
執
行
率
55
・
4
％
と
改
善
さ
れ
て
お
ら
ず
さ
ら
な

る
改
善
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
第
三
は
、
道
路
・
側
溝
や
街

灯
整
備
等
住
民
の
生
活
環
境
整
備
予
算
の
充
実
が
必
要
に
も

か
か
わ
ら
ず
３
割
を
超
す
不
用
額
が
あ
り
、
市
民
需
要
の
適

切
な
把
握
と
改
善
を
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
。
第
四
に
、
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
ブ
ル
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
が
行
き
詰

ま
っ
て
い
る
状
況
で
打
開
策
が
不
明
で
あ
り
抜
本
的
な
見
直

し
が
必
要
で
あ
る
。以
上
の
点
か
ら
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
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茂市 敏之 議員（復興を考える会） ……………………（8）
１　観光振興について
２　大雨への対応について

佐々木 重勝 議員（ネクストみやこ） …………………（9）
１　学校林の現状と今後の展望について
２　公園の管理状況について
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４　高齢化の進行と認知症対策について
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１　ＪＲ山田線に係る課題について
２　保育所の待機児童について
３　新規高卒者の就職内定状況について

今村　 正 議員（無所属） …………………………… （13）
１　台風 10号による水害の検証と対策について
２　高齢運転者対策について

須賀原チエ子 議員（ネクストみやこ） …………… （14）
１　相次ぐ水害による人口流失に歯止めを
２　ペットと共生する社会づくりを
３　八木沢地区センター整備計画の進捗状況は

橋本 久夫 議員（ネクストみやこ） ………………… （14）
１　事前防災行動計画（タイムライン）導入について
２　大型クルーズ船誘致における港湾戦略は
３　食品ロスについて

藤原 光昭 議員（新風クラブ） ……………………… （15）
１　台風 10号による災害復旧について
２　農業振興について

中島 清吾 議員（日本共産党） ……………………… （16）
１　定住化促進策について

古舘 章秀 議員（ネクストみやこ） ………………… （16）
１　台風 10号における災害対応策等について
２　森林道路整備と林業活性化対策について
３　宮古のレスリング・セーリング競技の推進について

落合 久三 議員（日本共産党） ……………………… （17）
１　台風被害を踏まえた河川改修と市街地の冠水対策について
２　行政評価について

鳥居　 晋 議員（復興を考える会） ………………… （18）
１　新道の駅たろうと田老地区の観光について

　
３
月
に
策
定
さ
れ
た
宮
古
市
観
光
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に

主
眼
を
置
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
観
光
政
策

と
し
て
は
枝
葉
の
部
分
で
あ
る
。
政
策
の
幹

は
、
観
光
客
を
宿
泊
さ
せ
る
方
法
、
外
貨
を
落

と
し
て
い
た
だ
け
る
方
法
を
考
え
る
こ
と
だ
。

震
災
特
需
が
終
わ
っ
た
と
き
、
観
光
が
地
方
創

生
の
大
黒
柱
と
し
て
宮
古
市
の
経
済
を
支
え
て

い
る
状
況
を
つ
く
り
出
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
市
当
局
は
、
新
し
い
観
光
地
を
開
発
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
。
あ
る
い
は
、
ど

の
よ
う
に
幹
の
部
分
を
つ
く
ろ
う
と
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

山
本
市
長

　
経
済
効
果
に
つ
い
て
は
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
学
ぶ
防
災
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

フ
ェ
リ
ー
航
行
も
見
据
え
、
修
学
旅
行
等
の
誘

致
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は
観
光

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
コ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
示
し

て
い
る
。

■
大
雨
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
台
風
10
号
に
つ
い
て
の
対
応
に
反
省
す

る
点
は
な
い
か
。
昨
年
提
言
し
た
事
前
防

災
行
動
計
画
は
策
定
さ
れ
て
い
た
か
。
ま
た
、

防
災
無
線
で
放
送
す
る
場
合
の
改
善
点
は
あ
る

か
。
地
域
住
民
に
対
し
、
誰
が
周
知
徹
底
す
る

か
決
め
て
お
く
べ
き
だ
。

山
本
市
長

　
防
災
無
線
で
の
情
報
伝
達
が
長
文
と
な

り
、
市
民
を
混
乱
さ
せ
た
。
現
在
は
改
善
し
て

い
る
。
事
前
防
災
行
動
計
画
は
ま
だ
策
定
し
て

い
な
い
。
至
急
検
討
す
る
。
防
災
無
線
の
放
送

で
は
、
簡
潔
明
瞭
に
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
伝
達
に
心
掛
け
る
。
理
想
的
な
形
と

し
て
は
、
各
地
区
に
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ

れ
、
避
難
誘
導
を
行
う
担
当
を
定
め
て
い
た
だ

く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

学
校
林
の
現
状
と

今
後
の
展
望
は

利
活
用
の

継
続
実
施
は
難
し
い

　
学
校
林
の
育
成
管
理
は
児
童
生
徒
が
体

験
学
習
の
一
環
と
し
て
学
校
と
地
域
が
一

体
と
な
り
取
り
組
ん
で
来
た
も
の
と
思
う
が
、

制
度
導
入
目
的
や
現
状
の
箇
所
数
お
よ
び
育
成

管
理
状
況
は
ど
う
か
。
自
然
と
の
触
れ
合
い
や

体
験
学
習
等
、
今
後
の
利
活
用
の
展
望
に
つ
い

て
伺
う
。

伊
藤
教
育
長

　
学
校
林
は
明
治
28
年
の
国
に
よ
る
学
校

林
設
置
の
訓
令
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
全
国
的
に

児
童
生
徒
に
よ
る
植
林
活
動
の
励
行
や
学
校
の

基
本
財
産
の
形
成
、
建
築
・
資
材
を
目
的
と
し

て
設
置
さ
れ
た
。
条
例
に
規
定
さ
れ
る
学
校
林

は
小
中
校
合
わ
せ
て
10
校
あ
り
、
授
業
等
に
学

校
林
を
活
用
し
て
い
る
学
校
は
な
い
。
学
校
に

よ
る
利
活
用
の
継
続
実
地
は
大
変
難
し
い
も
の

と
考
え
る
。

■
公
園
の
管
理
を
ど
う
考
え
る
か

　
市
民
が
自
然
と
の
触
れ
合
い
や
安
ら
ぎ

を
求
め
集
う
公
園
の
管
理
状
況
に
つ
い
て

次
の
点
を
伺
う
。
市
の
管
理
が
及
ぶ
箇
所
数
及

び
遊
具
等
の
保
守
点
検
は
ど
う
か
。
園
内
の
樹

木
に
つ
い
て
枯
れ
枝
が
見
ら
れ
る
が
対
応
を
ど

の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
地
域
住

民
と
連
携
し
て
の
維
持
管
理
や
将
来
に
お
け
る

公
園
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
か
伺

う
。

山
本
市
長

　
都
市
公
園
と
農
村
公
園
合
わ
せ
て
50
箇

所
で
定
期
的
に
巡
回
並
び
に
保
守
業
務
委
託
し

て
い
る
。
公
園
の
植
栽
は
延
び
す
ぎ
た
危
険
な

枝
の
剪
定
に
留
め
て
い
る
。
公
園
の
管
理
は
町

内
の
方
々
が
自
主
的
に
実
施
し
て
い
る
が
、
そ

の
中
で
６
団
体
、
7
公
園
を
管
理
委
託
し
て
い

る
。
将
来
に
お
け
る
公
園
の
役
割
に
つ
い
て

は
、
人
々
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
空
間
と
な

る
ほ
か
、
良
好
な
都
市
景
観
や
環
境
の
改
善
、

防
災
の
向
上
な
ど
公
園
の
機
能
が
最
大
限
発
揮

さ
れ
る
よ
う
、
適
切
に
維
持
管
理
し
て
行
く
。

問

問

観
光
振
興
政
策
は

ビ
ジ
ョ
ン
の
コ
ア

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
示
す

答

答

答

答

問

問

質問答弁 質問答弁

全国緑化推進コンクール受賞記念碑

佐々木　重勝 議員

浄土ヶ浜観光船

茂市　敏之 議員

こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
を
問
う

一
般
質
問
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震
災
後
、
鍬
ヶ
崎
は
都
市
計
画
事
業
に

よ
り
整
備
さ
れ
、
清
水
川
も
鍬
ヶ
崎
小
学

校
付
近
か
ら
下
流
域
は
川
幅
・
高
さ
も
十
分
に

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
上
流
側
は
川
幅
も
狭

く
、
民
家
が
密
集
し
て
い
る
。
台
風
10
号
以
前

に
も
何
回
と
な
く
川
の
増
水
に
よ
り
被
害
を
受

け
て
い
る
。
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

清
水
川
の
整
備
が
必
要
と
思
う
が
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

山
本
市
長

　

清
水
川
は
、
昭
和
50
年
に
指
定
を
受
け
た

準
用
河
川
で
あ
る
。
台
風
10
号
で
は
、
清
水
川

上
流
部
に
設
置
さ
れ
た
砂
防
ダ
ム
が
埋
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
一
因
と
し
て
、
下
流
部
で
石
や
流

木
に
よ
り
河
川
の
一
部
が
閉
塞
し
た
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。
今
後
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が

効
果
的
か
検
討
し
て
い
く
。

■
教
職
員
の
現
状
に
つ
い
て

　
学
校
で
１
ク
ラ
ス
減
る
と
先
生
が
２
人

減
る
が
、
仕
事
量
は
減
ら
な
い
。
そ
の
負

担
が
、
残
業
、
土
日
出
勤
で
あ
る
。
中
学
校
で

は
ク
ラ
ブ
の
顧
問
も
務
め
る
、
勉
強
と
部
活
は

両
輪
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
教
職
員
は
両
立
で

き
て
い
る
の
か
。
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。
①

実
務
労
働
時
間
は
震
災
前
と
比
較
し
て
増
加
し

て
い
る
の
か
。
②
精
神
的
負
担
増
に
よ
る
心
の

ケ
ア
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
③
増
員
に
つ
い
て

市
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。
④
経
験
が
な
い
教

員
が
ク
ラ
ブ
の
顧
問
に
な
る
こ
と
に
対
す
る
不

安
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

伊
藤
教
育
長

　
①
時
間
外
勤
務
は
、小
学
校
で
平
均
40
時

間
、中
学
校
で
平
均
60
時
間
程
度
、１
０
０
時
間

を
超
え
る
教
職
員
も
30
名
程
度
い
た
。震
災
前
は

調
査
結
果
が
無
く
、比
較
で
き
な
い
。②
個
々
の

状
況
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

③
県
は
総
合
的
に
判
断
し
、配
置
す
る
。④
「
Ｊ
Ｈ

Ｓ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
作
戦
事
業
」を
行
っ
て
い
る
。

産
業
立
市
、教
育
立
市
の

評
価
と
総
括
を

基
金
の
創
設
等
の

独
自
施
策
で
成
果
前
進

　
市
長
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
産
業
立
市
、

教
育
立
市
を
掲
げ
取
組
ん
で
き
た
が
こ
れ

ま
で
の
経
過
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
総
括
し
て

い
る
か
伺
う
。

山
本
市
長

　
産
業
立
市
と
教
育
立
市
は
、
安
定
し
た

仕
事
を
持
っ
て
、
子
ど
も
を
幸
せ
に
育
て
ら
れ

る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
産
業
立
市

は
一
つ
の
産
業
に
偏
ら
ず
、
全
て
の
産
業
が
ひ

と
し
く
発
展
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業

を
支
援
し
地
域
産
業
全
体
の
振
興
を
図
る
こ
と

で
市
民
所
得
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
努

力
し
て
き
た
。
産
業
立
市
実
現
の
た
め
に
、
産

業
振
興
基
金
を
創
設
し
第
一
次
産
業
の
担
い
手

育
成
事
業
と
全
産
業
を
対
象
と
し
た
補
助
金
に

よ
り
各
分
野
で
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
き

た
。
教
育
立
市
は
、
子
ど
も
読
書
活
動
支
援
事

業
や
教
育
振
興
基
金
に
よ
る
子
ど
も
の
「
確
か

な
学
力
」「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」
の
育

成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

■ 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
か
ら
見
た
財
政

見
通
し
は

　
道
路
や
橋
梁
、
上
下
水
道
な
ど
の
整

備
、
維
持
管
理
を
加
え
て
総
合
的
に
管
理

す
る
計
画
だ
が
、
財
政
見
通
し
を
伺
う
。

山
本
市
長

　
計
画
は
財
政
負
担
を
軽
減
及
び
平
準
化

し
最
適
な
配
置
を
実
現
す
る
た
め
の
各
個
別
計

画
の
指
針
で
、
個
別
の
積
上
げ
に
よ
り
財
政
見

通
し
を
検
討
す
る
。

■
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　
認
知
症
患
者
数
は
近
年
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
が
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

山
本
市
長

　
本
市
で
は
認
知
症
対
策
と
し
て
「
シ
ル

バ
ー
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
宮
古
」
や
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
事
業
等
を
実
施
し
成
果

を
上
げ
て
い
る
、
引
き
続
き
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

ふ
れ
あ
い
公
園
の

復
旧
計
画
は
ど
う
か

県
が
発
注
作
業
に
入
り

推
進
し
て
い
る

清
水
川
整
備
は

ど
の
よ
う
な
対
応
が

効
果
的
か
検
討
す
る

　
台
風
10
号
の
被
害
に
あ
い
、
ふ
れ
あ
い

公
園
が
使
え
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

市
民
は
台
風
以
前
の
よ
う
に
復
旧
を
待
ち
望
ん

で
い
る
。
市
民
の
心
の
復
興
、
健
康
増
進
の
た

め
に
も
、
早
い
復
旧
を
望
む
が
、
市
の
計
画
は

ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

山
本
市
長

　
ふ
れ
あ
い
公
園
は
、
市
が
県
か
ら
委
託

を
受
け
て
、
維
持
、
管
理
を
行
っ
て
い
る
が
、

復
旧
計
画
そ
の
も
の
が
県
の
事
業
で
あ
り
、
早

期
の
復
旧
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

■
公
園
の
樹
木
の
管
理
に
つ
い
て

　
仮
設
住
宅
が
撤
去
さ
れ
た
後
の
公
園

を
、
安
心
し
て
使
え
る
よ
う
に
、
適
切
な

樹
木
の
管
理
が
不
可
欠
と
な
る
。
安
全
対
策
は

ど
う
か
。

山
本
市
長

　
公
園
の
利
用
者
や
近
隣
の
歩
行
者
に
、

危
険
と
思
わ
れ
る
枝
な
ど
の
除
去
に
重
点
を
置

い
て
管
理
し
て
い
る
。
今
後
、
樹
木
や
遊
具
等

に
つ
い
て
適
切
な
管
理
に
努
め
る
。

■
街
路
樹
の
管
理
に
つ
い
て

　
板
屋
、
西
ヶ
丘
地
区
の
市
道
の
両
側
の

街
路
樹
の
管
理
は
、
適
切
に
行
わ
れ
て
い

る
と
は
思
え
な
い
。
剪
定
の
技
術
向
上
を
図

り
、
景
観
の
素
晴
ら
し
い
街
づ
く
り
を
、
推
進

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

山
本
市
長

　
道
路
維
持
作
業
に
つ
い
て
は
、
対
応
を

要
す
る
箇
所
の
規
模
、
影
響
度
合
い
、
緊
急
性

等
を
考
慮
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。
景
観
に

配
慮
し
た
街
路
樹
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
維
持

費
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
難
し
い
問
題
で
あ
る
。

先
進
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に

維
持
し
て
い
く
か
を
検
討
し
て
い
く
。

問

問

答

答

質問答弁

問

問

問
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Ｊ
Ｒ
山
田
線
宮
古
・
釜
石
間
の
三
陸
鉄

道
移
管
に
伴
い
検
討
さ
れ
て
い
る
新
駅
設

置
計
画
（
津
軽
石
払
川
・
八
木
沢
・
田
老
）
に

つ
い
て
、
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

山
本
市
長

　
現
在
、
東
北
運
輸
局
や
岩
手
県
関
係
機

関
を
含
め
て
事
業
ス
キ
ー
ム
の
協
議
を
進
め
て

い
る
。
整
備
財
源
と
し
て
国
庫
補
助
金
及
び
過

疎
債
を
充
て
る
た
め
に
は
、
三
陸
鉄
道
が
事
業

主
体
と
な
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
が
、
現
鉄
道

事
業
者
及
び
土
地
所
有
者
は
Ｊ
Ｒ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、整
備
手
法
を
協
議
し
て
い
る
。加
え
て
、

国
庫
補
助
要
件
と
さ
れ
る
「
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
」
の
今
年
度
中
の
策
定
に
向
け
て
協

議
を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
確
定
し
た
上
で
、
来
年
度
に
各
駅

に
係
る
具
体
的
な
調
査
・
設
計
を
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

■
待
機
児
童
は
解
消
さ
れ
て
い
る
か

　
昨
年
11
月
現
在
の
本
市
の
待
機
児
童
数

は
38
人
で
あ
っ
た
。
市
長
は
、
本
年
度
に

待
機
児
童
の
減
少
、
解
消
が
期
待
で
き
る
旨
の

答
弁
を
さ
れ
て
き
た
が
、
期
待
ど
お
り
の
状
況

に
あ
る
か
。待
機
児
童
の
現
状
を
示
さ
れ
た
い
。

山
本
市
長

　
本
市
の
待
機
児
童
数
は
10
月
１
日
現

在
、
42
人
（
０
歳
児
28
人
、
１
歳
児
10
人
、
２

歳
児
４
人
）
と
な
っ
て
い
る
。
３
歳
未
満
児
の

保
育
所
入
所
希
望
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
待
機
児
童
の
解
消
に
至
っ
て
い
な
い
。

今
後
も
継
続
し
て
保
育
士
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
小
規
模
保
育
事
業
等
の
地
域
型
保
育

事
業
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
進
め
る
な
ど
、
待

機
児
童
の
解
消
に
努
め
た
い
。

洪
水
被
害
の
徹
底
的
原
因

究
明
と
対
策
を

グ
リ
ー
ン
ダ
ム
や

調
節
池
等
で
対
処
す
る

　
市
街
地
の
氾
濫
を
、
人
為
的
な
工
作
物

が
誘
発
し
た
内
水
氾
濫
と
推
定
し
た
研
究

者
も
い
た
が
、
河
口
に
近
い
藤
原
等
の
地
域

は
、
通
常
で
も
大
潮
の
時
期
等
に
は
海
水
が
下

水
を
逆
流
し
、
道
路
（
市
道
・
国
道
等
）
が
冠

水
す
る
現
象
が
起
き
た
。
河
口
部
に
流
入
す
る

小
河
川
や
下
水
に
、
高
機
能
の
ポ
ン
プ
付
き
フ

ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
等
の
設
置
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。

　
さ
ら
に
、
防
潮
堤
が
老
朽
化
し
て
い
て
、
水

圧
に
よ
る
決
壊
等
を
招
か
ぬ
よ
う
補
強
と
か
さ

上
げ
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
洪
水
災
害
の
徹

底
し
た
原
因
究
明
と
適
切
な
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

山
本
市
長

　
山
間
部
へ
の
長
時
間
に
わ
た
る
多
量
の

降
雨
及
び
沿
岸
部
へ
の
短
時
間
の
集
中
豪
雨
、

並
び
に
、
河
川
に
土
砂
が
堆
積
し
、
樹
木
や
草

木
が
繁
茂
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
。
グ
リ
ー

ン
ダ
ム
や
調
節
池
、
貯
留
槽
に
雨
水
を
た
め
る

な
ど
の
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

■
高
齢
運
転
者
対
策
は

　
高
齢
運
転
者
に
よ
る
死
亡
事
故
が
相
次

い
で
い
る
。
車
が
必
要
な
地
域
で
の
高
齢

者
の
移
動
手
段
の
確
保
な
ど
も
含
め
て
検
討
が

必
要
だ
。
過
疎
地
の
足
と
し
て
「
自
家
用
タ
ク

シ
ー
」
が
、
京
都
府
京
丹
後
市
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

市
の
補
助
金
を
得
て
始
め
た
事
業
で
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
ア
プ
リ
で
車
を
呼
ぶ
と
い
う

事
例
で
あ
る
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
中
、
公
共
交
通
の

弱
体
化
が
課
題
で
あ
る
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

山
本
市
長

　
公
共
交
通
空
白
地
の
解
消
を
目
的
と
し

て
、
タ
ク
シ
ー
業
者
に
委
託
し
て
、
新
里
・
川

井
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
タ
ク
シ
ー
を
1
台
配
置
し

て
お
り
、
主
に
高
齢
者
の
通
院
や
買
い
物
等
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
住
民
合
意
を

東
日
本
大
震
災
と

同
様
に
住
民
意
見
を
反
映

山
田
線
の
新
駅
設
置
計
画

の
進
捗
状
況
は

来
年
度
に
具
体
的
調
査
・

設
計
を
実
施

　
津
波
や
洪
水
対
策
施
設
と
な
る
防
潮
堤

や
堤
防
整
備
な
ど
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
行

政
の
押
し
付
け
で
な
く
「
住
民
合
意
」
を
前
提

に
計
画
を
策
定
す
べ
き
と
考
え
る
。
市
長
の
認

識
は
ど
う
か
。

山
本
市
長

　
東
日
本
大
震
災
時
の
復
興
計
画
策
定
手

法
で
市
民
意
見
を
聴
取
し
、
計
画
に
反
映
す
る

取
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
の
災
害
復
興
も

同
様
に
住
民
意
見
を
反
映
し
て
い
く
。

　
浸
水
被
害
が
相
次
い
で
い
る
。
津
波
で

釜
石
市
の
湾
口
防
波
堤
や
当
市
の
津
軽
石

川
水
門
な
ど
、
そ
の
効
果
な
ど
の
検
証
が
不
十

分
な
ま
ま
復
旧
・
増
強
、
増
設
工
事
が
先
行
し

て
い
る
。
市
長
は
こ
れ
ら
施
設
の
効
果
に
関
す

る
検
証
は
十
分
行
わ
れ
た
と
の
認
識
か
。

山
本
市
長

　
検
証
は
国
、
県
の
検
証
結
果
を
も
と
に

各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
あ
わ
せ
て
検
討

さ
れ
、
県
が
整
備
方
針
を
示
し
て
い
る
。

　
台
風
10
号
に
よ
る
豪
雨
災
害
は
河
川
か

ら
の
浸
水
が
大
き
な
要
因
だ
。
内
水
を
く

み
出
す
ポ
ン
プ
の
設
置
が
望
ま
れ
る
。
市
が
認

識
し
て
い
る
設
置
必
要
箇
所
お
よ
び
整
備
状
況

と
対
策
は
ど
う
か
。

山
本
市
長

　
ポ
ン
プ
設
置
が
必
要
な
箇
所
は
新
川

町
、
藤
原
町
地
区
及
び
宮
町
地
区
で
あ
る
。
平

成
29
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
な
お
、
他
の
地
区
も
ど
の
よ
う
な
対
策

が
必
要
か
、
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

　
河
川
の
氾
濫
な
ど
洪
水
対
策
は
河
川
内

堆
積
土
砂
の
浚
渫
や
地
盤
沈
下
な
ど
も
考

慮
し
た
堤
防
の
か
さ
上
げ
が
必
要
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
は
河
川
の
総
点
検
が
必
要
と
考
え

る
が
。　

山
本
市
長

　
県
に
早
急
な
対
応
を
要
請
し
た
と
こ

ろ
、
長
沢
川
、
刈
屋
川
の
災
害
復
旧
と
と
も
に

河
道
内
の
堆
積
土
砂
も
優
先
順
で
、
浚
渫
を
進

め
て
い
く
と
の
こ
と
。

問

問

答

答

質問答弁

問

問

答

答

質問答弁質問答弁

問

問

問

問

答

答

答

答

津軽石川を流れるユニットハウス

今村　正 議員

通行不能となった１０６号バイパス

田中　尚 議員

新駅設置検討が進められている
八木沢地区

竹花　邦彦 議員
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大
規
模
災
害
に
備
え
る
事
前
防
災
行
動

計
画
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
は
、「
い
つ
」「
誰

が
」「
何
を
す
る
の
か
」
を
時
系
列
で
整
理
し

た
防
災
計
画
だ
。
文
書
や
表
で
示
し
、
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
、
対
応
の

漏
れ
、
抜
け
、
落
ち
が
な
く
な
る
先
手
必
勝
型

の
防
災
だ
。
本
市
で
も
導
入
は
有
効
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

山
本
市
長

　
ア
メ
リ
カ
が
発
祥
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

は
、
台
風
が
接
近
す
る
５
日
前
に
発
動
し
た
場

合
、
空
振
り
率
が
高
く
な
る
な
ど
の
課
題
が
あ

る
。
当
地
に
有
効
か
ど
う
か
、
検
討
す
べ
き
事

項
が
多
い
と
考
え
て
い
る
。

■
防
災
情
報
発
信
体
制
は
有
効
だ
っ
た
か

　
台
風
10
号
に
お
け
る
防
災
情
報
発
信
体

制
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

山
本
市
長

　
避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
等
を
発
令

で
き
た
こ
と
か
ら
有
効
だ
っ
た
と
考
え
て
い

る
。

■
大
型
ク
ル
ー
ズ
船
誘
致
の
展
開
は

　
10
万
ｔ
超
の
外
国
ク
ル
ー
ズ
船
を
宮
古

に
誘
致
す
る
報
道
が
あ
っ
た
。
誘
致
に
向

け
た
今
後
の
展
開
を
伺
う
。

山
本
市
長

　
従
前
よ
り
行
っ
て
い
る
日
本
船
の
ポ
ー

ト
セ
ー
ル
ス
に
加
え
、
海
外
の
ク
ル
ー
ズ
船
に

も
拡
大
し
て
い
く
。
誘
致
を
契
機
に
他
港
と
の

連
携
方
策
も
研
究
し
て
い
く
。

■
食
品
ロ
ス
対
策
を

　
売
れ
残
り
、
食
べ
残
し
な
ど
本
来
食

べ
ら
れ
る
は
ず
の
食
品
が
廃
棄
さ
れ
る

「
食
品
ロ
ス
」。
こ
れ
を
削
減
す
る
た
め
の

「
3
0
1
0
運
動
」
が
あ
る
。
本
市
で
も
取

り
組
む
べ
き
だ
が
。

山
本
市
長

　
市
と
し
て
も
運
動
へ
の
取
り
組
み
を
呼

び
か
け
、
食
品
ロ
ス
を
削
減
し
、
ご
み
減
量
を

図
っ
て
い
く
。

※「
3
0
1
0
運
動
」
と
は
宴
会
開
始
の
30
分

間
、
終
了
前
の
10
分
間
は
自
席
に
て
料
理
を
楽

し
み
、「
も
っ
た
い
な
い
」
を
心
が
け
よ
う
と

い
う
啓
発
運
動
。

台
風
10
号
に
よ
る

災
害
復
旧
は

防
災
の
視
点
で
工
事
に

努
め
る

　
刈
屋
地
区
の
市
道
嬉
内
線
に
面
す
る
滝

ノ
沢
の
増
水
に
よ
り
、
流
域
付
近
の
民
家

や
工
場
に
大
量
の
土
砂
が
流
入
し
、
被
害
が
拡

大
し
た
。
今
後
は
、
原
形
復
旧
に
留
ま
る
こ
と

な
く
、
防
災
対
策
工
事
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

山
本
市
長

　
今
回
の
台
風
被
害
の
状
況
を
教
訓
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
防
災
対
策
と
地
域
内
巡
視
を

強
化
し
、
防
災
対
策
工
事
に
努
め
る
。

■
農
業
振
興
に
つ
い
て

　
多
く
の
農
業
者
が
高
齢
化
し
、
担
い
手

不
足
に
よ
り
遊
休
農
地
と
耕
作
放
棄
地
が

増
え
て
く
る
。
地
域
ぐ
る
み
で
農
地
を
守
る
た

め
、
集
落
営
農
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き

だ
。
ま
た
、
新
た
な
制
度
の
農
地
中
間
管
理
事

業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
、
取
り
組
ん
で
い
く
考

え
か
。飛

澤
農
業
委
員
会
会
長

　
平
成
30
年
の
設
置
に
向
け
て
、
着
実
に

手
続
き
を
進
め
て
い
く
。
最
適
化
推
進
委
員
の

活
動
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
の
話
し
合
い

へ
の
参
画
、
戸
別
訪
問
等
を
通
じ
た
農
地
の
貸

し
手
、
借
り
手
の
掘
り
起
し
、
遊
休
農
地
対
策

と
し
て
農
地
利
用
調
査
、
農
地
中
間
管
理
機
構

と
の
連
携
で
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

■
担
い
手
育
成
が
重
要

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
農

業
だ
け
で
は
収
益
確
保
が
難
し
く
、
他
の

産
業
と
合
わ
せ
た
生
活
ス
タ
イ
ル
が
必
要
で
あ

る
。
宮
古
型
農
業
を
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
の

担
い
手
育
成
を
拡
充
す
べ
き
だ
が
、
見
解
を
伺

う
。

山
口
副
市
長

　
今
ま
で
以
上
に
行
政
、
農
業
委
員
会
、

農
協
な
ど
三
者
一
体
と
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の

農
業
を
考
え
て
い
く
時
期
だ
。
こ
れ
ま
で
は
兼

業
農
家
の
枠
で
考
え
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

「
兼
農
農
家
」
い
わ
ゆ
る
農
地
を
持
っ
て
い
る

方
は
農
業
を
諦
め
ず
、
農
家
と
し
て
の
意
識
を

持
っ
て
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
く
。

水
害
に
よ
る

人
口
流
失
に
歯
止
め
を

県
管
理
河
川
の

早
急
な
整
備
を
要
請

事
前
防
災
行
動
計
画

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
導
入
を

空
振
り
率
が

高
く
な
る
課
題
が
あ
る

　
相
次
ぐ
水
害
に
市
民
は
恐
怖
を
隠
し
切

れ
な
い
。
二
度
も
被
害
に
遭
っ
た
方
も
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
本
市
に
見
切
り
を
付
け
、

人
口
流
出
が
起
こ
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い

る
。
そ
の
対
策
は
ど
う
す
る
の
か
。
台
風
被
害

者
へ
の
心
の
ケ
ア
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

山
本
市
長

　
毎
年
、
県
に
河
川
の
整
備
を
要
請
し
て

い
る
が
、
台
風
被
害
を
受
け
、
改
め
て
早
急
な

対
応
を
要
請
し
た
。
長
沢
川
、
刈
屋
川
の
災
害

復
旧
は
元
よ
り
、
優
先
順
位
を
定
め
順
次
浚
渫

を
進
め
る
。
心
の
ケ
ア
は
、
台
風
被
害
の
翌
日

か
ら
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
地
区
や
避
難
勧
告

が
出
さ
れ
た
地
区
の
妊
婦
・
乳
児
の
世
帯
を
優

先
的
に
約
２
、６
０
０
世
帯
及
び
応
急
仮
設
住

宅
を
訪
問
し
た
。
ケ
ア
が
継
続
的
に
必
要
な
方

に
つ
い
て
は
、
県
の
宮
古
地
域
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
か
ら
支
援
を
受
け
て
対
応
し
て
い

る
。

■
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
構
築
を

　
災
害
時
、
避
難
所
に
ペ
ッ
ト
同
行
避
難

さ
せ
る
こ
と
は
、
被
害
者
を
出
さ
な
い
た

め
に
も
必
要
と
考
え
る
。
市
の
考
え
を
伺
う
。

山
本
市
長

　
昨
年
度
に
市
が
策
定
し
た
避
難
所
開

設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
所

で
ペ
ッ
ト
の
飼
育
ス
ペ
ー
ス
の
例
示
等
を
行
っ

た
。
避
難
訓
練
へ
の
参
加
や
実
施
な
ど
を
通
じ

て
関
係
団
体
と
連
携
し
て
課
題
を
克
服
し
な
が

ら
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
体
制
を
構
築
し
て
い
き

た
い
。
し
つ
け
に
も
使
え
る
ド
ッ
グ
ラ
ン
は
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
の
ス
ケ
ー
ト
場
を
利

用
し
整
備
す
る
。

■ 

八
木
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
は

　
八
木
沢
地
区
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
住
民

は
期
待
し
て
い
る
。
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。山

本
市
長

　
八
木
沢
団
地
内
の
市
有
地
に
新
設
で
平

成
29
年
度
に
実
施
設
計
・
地
盤
調
査
、
平
成
30

年
度
に
工
事
と
い
う
計
画
で
進
め
る
予
定
で
あ

る
。
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滝ノ沢が増水し市道嬉内線上を流れる

藤原　光昭 議員

水が流入し壊れていた堤防

須賀原　チエ子 議員

台風 10号で落橋した刈屋川の橋

橋本　久夫 議員
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①
林
業
の
最
盛
期
の
好
景
気
に
支
え
ら

れ
素
材
生
産
業
者
が
道
路
を
開
設
し
、
木

材
の
搬
出
を
行
っ
た
。
そ
の
道
路
を
森
林
の
整

備
に
利
用
し
て
き
た
が
、
台
風
10
号
で
道
路
が

流
出
し
、
利
用
不
能
と
な
っ
た
。
森
林
整
備
に

欠
か
せ
な
い
道
路
を
林
道
と
し
て
整
備
す
べ

き
。
②
林
業
の
担
い
手
対
策
を
具
体
的
に
示
さ

れ
た
い
。

山
本
市
長

　
①
森
林
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
道
路

開
設
時
の
経
緯
・
経
過
と
現
状
の
森
林
の
形
態

も
踏
ま
え
検
討
す
る
。
②
宮
古
市
林
業
再
生
プ

ラ
ン
等
で
担
い
手
対
策
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。
若
者
の
目
が
林
業
に
向
け
ら
れ
る
対
策
を

講
じ
た
い
。

■
ラ
ジ
オ
等
の
難
聴
地
域
の
解
消
を

　
台
風
10
号
災
害
に
お
い
て
、
約
２
㎞
区

間
で
数
箇
所
が
通
行
止
め
と
な
り
、
情
報

も
な
く
、
４
時
間
も
車
中
待
機
と
な
っ
た
。
国

道
沿
線
等
の
ラ
ジ
オ
難
聴
地
域
の
解
消
と
防
災

行
政
無
線
子
局
の
充
実
を
図
る
べ
き
。

山
本
市
長

　
地
形
的
に
ラ
ジ
オ
が
聞
き
取
り
に
く
い

地
域
が
残
っ
て
い
る
。
市
内
全
域
の
ラ
ジ
オ
難

聴
地
域
の
解
消
は
難
し
い
。
川
井
地
域
の
防
災

行
政
無
線
施
設
を
整
備
中
で
24
子
局
に
11
子
局

を
新
た
に
増
設
す
る
。

■
レ
ス
リ
ン
グ
等
を
国
体
遺
産
と
し
て
推
進
を

　
希
望
郷
い
わ
て
国
体
レ
ス
リ
ン
グ
・

セ
ー
リ
ン
グ
は
大
成
功
に
終
わ
っ
た
。
国

体
遺
産
と
し
て
、
少
年
･
少
女
の
育
成
に
取

り
組
み
な
が
ら
選
手
強
化
を
図
り
つ
つ
、
宮
古

市
は
レ
ス
リ
ン
グ
・
セ
ー
リ
ン
グ
の
街
と
し
て

県
内
外
に
発
信
し
、
各
種
大
会
の
誘
致
を
推
進

す
る
体
制
を
構
築
す
べ
き
。

伊
藤
教
育
長

　
全
国
大
会
等
の
誘
致
は
、
国
体
競
技
の

開
催
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
経
験
を
レ
ガ
シ
ー
と

し
、
各
競
技
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、
競
技
力

向
上
に
つ
な
が
る
大
会
の
誘
致
を
検
討
。
各
種

大
会
を
誘
致
す
る
体
制
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
視
点
も
入
れ
、
研
究
し
て
い
く
。

台
風
被
害
の
甚
大
さ
の

要
因
は

多
量
降
雨
と

河
川
堆
積
物
が

　
台
風
被
害
の
甚
大
さ
の
要
因
原
因
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
、
河
川
周
辺
地
域
と
市

街
地
と
そ
れ
ぞ
れ
答
弁
を
求
め
る
。

山
本
市
長

　
山
間
部
へ
の
長
時
間
多
量
の
降
雨
と
河

川
の
土
砂
堆
積
、
樹
木
繁
茂
等
が
考
え
ら
れ

る
。
市
街
地
の
被
害
は
沿
岸
部
へ
の
短
時
間
の

集
中
豪
雨
と
考
え
る
。
今
後
、
雨
量
や
水
位
情

報
の
収
集
、
デ
ー
タ
ー
処
理
能
力
の
向
上
、
避

難
勧
告
へ
連
動
さ
せ
る
取
り
組
み
、
河
川
の
浚

渫
、
樹
木
伐
採
も
必
要
で
あ
る
。

　
県
管
理
の
閉
伊
川
、
津
軽
石
川
の
改
修

事
業
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
だ
と
考
え
る
か
。

ま
た
、
市
街
地
の
浸
水
、
冠
水
対
策
の
決
め
手

は
何
か
。

山
本
市
長

　
河
川
内
の
土
砂
浚
渫
、
立
木
の
除
去
、

水
門
の
フ
ラ
ッ
プ
化
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
市

街
地
の
対
策
は
水
路
整
備
と
内
水
排
水
が
困
難

に
な
っ
た
場
合
の
強
制
排
水
が
有
効
と
考
え

る
。
新
川
町
、
藤
原
、
宮
町
は
平
成
29
年
度
か

ら
ポ
ン
プ
場
設
置
整
備
に
着
手
す
る
。

■
行
政
評
価
の
目
的
、
進
捗
状
況
は

　「
無
駄
を
省
き
事
業
の
優
先
性
、
緊
急

性
に
基
づ
い
て
」
の
視
点
で
事
務
事
業
評

価
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
目
的
、
進
捗
状

況
、
最
終
的
な
総
合
評
価
の
う
え
、
ど
の
よ
う

な
手
順
で
評
価
が
行
わ
れ
て
い
く
の
か
。

山
本
市
長

　
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
確
保
す
る
た

め
、
事
業
の
成
果
、
達
成
度
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
で
あ
る
。
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
施

策
、
基
本
事
業
、
事
務
事
業
を
対
象
と
す
る
。

施
策
評
価
は
担
当
課
長
、
基
本
事
業
は
係
長
、

事
務
事
業
は
担
当
者
が
行
う
。
事
務
事
業
総
合

評
価
は
拡
充
、
縮
小
、
廃
止
、
継
続
、
改
善
し

て
継
続
、
終
了
、
の
い
ず
れ
か
を
決
定
す
る
。

現
在
、
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。

待
機
児
童
を

解
消
で
き
な
い
要
因
は
何
か

入
所
ニ
ー
ズ
、保
育
士
数

確
保
が
要
因

流
出
作
業
道
を

林
道
と
し
て
整
備
を

森
林
形
態
を
踏
ま
え
検
討

　
待
機
児
童
を
解
消
で
き
な
い
要
因
と
、

保
育
士
確
保
を
含
め
た
待
機
児
童
解
消
策

に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

山
本
市
長

　
待
機
児
童
数
は
現
在
42
人
と
い
う
状
況

で
、
3
歳
未
満
児
の
入
所
ニ
ー
ズ
の
増
加
と
保

育
士
数
を
確
保
で
き
な
い
状
況
が
大
き
な
要
因

と
考
え
る
。
正
規
職
員
及
び
退
職
し
た
保
育
士

の
再
任
用
と
合
わ
せ
臨
時
保
育
士
の
採
用
を
進

め
る
ほ
か
、
潜
在
的
な
保
育
士
の
掘
り
起
こ
し

に
努
め
る
。
ま
た
、
地
域
型
保
育
事
業
に
つ
い

て
取
り
組
み
を
進
め
る
な
ど
待
機
児
童
の
解
消

に
努
め
る
。

■
学
校
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

　
学
校
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て
市
の

考
え
を
伺
う
。

伊
藤
教
育
長

　
学
校
給
食
法
第
11
条
第
2
項
で
は
、
給

食
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
や
設
備
の
維
持
管
理

費
と
運
営
に
伴
う
調
理
な
ど
の
人
件
費
は
自
治

体
負
担
、
そ
れ
以
外
の
食
材
費
は
保
護
者
が
負

担
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
、
学
校
給
食
地
産

地
消
推
進
事
業
補
助
金
の
導
入
等
に
よ
り
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
経

済
的
理
由
に
よ
る
要
保
護
者
等
や
東
日
本
大
震

災
、
台
風
10
号
の
被
災
世
帯
に
対
し
て
は
、
就

学
援
助
制
度
に
よ
り
給
食
費
を
無
料
に
し
て
い

る
。
一
方
で
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
よ
り

給
食
費
無
料
化
を
施
策
に
掲
げ
取
り
組
ん
で
い

る
自
治
体
も
あ
る
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
市
で
は
学
校
給
食

の
完
全
無
料
化
は
考
え
て
い
な
い
。

■ 

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

　
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に
つ

い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

山
本
市
長

　
高
校
生
を
対
象
と
し
た
医
療
費
助
成
に

つ
い
て
は
医
療
費
全
体
の
状
況
を
勘
案
し
、
国

の
制
度
の
動
向
を
踏
ま
え
た
う
え
で
研
究
し
て

い
く
。
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は
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
」
を
実
現

す
る
た
め
の
施
策
の
１
つ
と
し
て
、
平
成
24
年

10
月
に
給
食
費
完
全
無
料
化
を
始
め
た
。
加
速

す
る
少
子
化
、
子
ど
も
の
貧
困
な
ど
対
策
は
急

務
で
あ
り
、
保
護
者
の
教
育
に
関
す
る
負
担
の

軽
減
を
図
り
、
地
域
社
会
全
体
で
子
育
て
を
支

え
る
方
策
と
し
て
、
無
料
化
を
実
施
す
る
こ
と

は
大
き
な
価
値
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
給
食
費

の
無
料
化
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
年
間
３
億

円
の
固
定
経
費
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
市

を
挙
げ
て
行
政
改
革
の
推
進
を
図
り
、
経
費
の

節
減
や
合
理
化
等
に
よ
り
予
算
の
配
分
を
可
能

と
し
て
い
る
。

● 

栃
木
県
小
田
原
市
（
子
ど
も
未
来
館
）・
地

方
の
活
性
化
に
結
び
つ
い
た
子
ど
も
未
来
館

に
つ
い
て

　
11
月
10
日
、
栃
木
県
小
田
原
市
の
地
方
活
性

化
に
結
び
つ
い
た
子
ど
も
未
来
館
を
視
察
し
た
。

子
ど
も
未
来
館
は
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
に

ス
ト
ッ
プ
を
か

け
る
た
め
、
建

設
、
開
館
し
た

施
設
で
、「
子

ど
も
未
来
館
」

が
、
年
間
の
利

用
者
を
40
万
人

集
め
る
ほ
ど
成

功
し
た
経
緯
と

現
在
の
運
営
方

法
を
学
ん
だ
。

● 

東
京
都
世
田
谷
区
（
世
田
谷
も
の
づ
く
り
学

校
）・
廃
校
利
用
に
つ
い
て

－

①

　
11
月
10
日
、
東
京
世
田
谷
区
の
世
田
谷
も
の

づ
く
り
学
校
が
取
り
組
ん
で
い
る
廃
校
利
用
に

つ
い
て
視
察
し
た
。
世
田
谷
も
の
づ
く
り
学
校

は
、
学
校
の
利
用
に
若
者
た
ち
が
活
躍
し
て
い

て
、
地
域
に
根
ざ
し
産
業
振
興
の
一
翼
を
担
っ

て
お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
機
能

を
学
校
施
設
に
持
た
せ
て
お
く
知
恵
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
。

●
山
形
県
山
形
市
（
山
形
ま
な
び
館
）・
廃
校

利
用
に
つ
い
て

－

②

　
11
月
11
日
、
中
心
市
街
地
を
活
性
化
す
る
目

的
で
、
有
形
文
化
財
の
古
い
学
校
に
手
を
加

え
、
賑
わ
い
の
創
出
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
「
山
形
ま
な
び
館
」
を
視

察
し
た
。
山
形
ま
な
び
館
は
、
歴
史
的
遺
産
の

保
存
と
、
現
在
の
街
中
の
空
洞
化
に
歯
止
め
を

か
け
た
成
功
事
例
で
あ
り
施
設
そ
の
も
の
は
存

在
感
が
あ
る
。
廃
校
し
た
学
校
を
有
効
活
用
し

た
こ
の
施
設
は
、
芸
術
、
文
化
活
動
の
交
流
場

所
に
な
っ
て
お
り
、
館
外
で
の
地
場
産
品
の
販

売
も
行
わ
れ
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
市
内

の
遺
跡
か
ら
出
土

し
た
文
化
財
を
展

示
し
た
部
屋
も
あ

り
、
山
形
市
の
歴

史
に
ふ
れ
る
こ
と

が
で
き
た
。

め
、
平
成
27
年
か
ら
、
店
舗
リ
ユ
ー
ア
ル
助
成

金
制
度
を
開
始
し
た
。
　

こ
の
制
度
は
、
市
内
に
店
を
構
え
る
商
業
者
の

店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
し
そ
の
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度
で
、
申
込
資
格
は
、
①
市

内
に
存
す
る
店
舗
で
あ
る
こ
と
。
②
市
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と
。
③
過
去
に
お
い
て
市
の

類
似
す
る
助
成
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
こ

と
。
対
象
店
舗
は
、
建
築
後
5
ヵ
年
以
上
が
経

過
し
た
建
物
。
店
舗
併
用
住
宅
に
お
い
て
は
、

助
成
対
象
者
が
営
業
す
る
店
舗
部
分
が
対
象
。

店
舗
改
修
施
工
業
者
（
市
内
に
本
店
を
有
す
る

法
人
ま
た
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
）
が

行
う
20
万
円
（
税
別
）
以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
を
対
象
と
し
、
補
助
率
は
工
事
費
の
50
％
で

上
限
１
０
０
万
円
補
助
す
る
制
度
で
あ
る
。

こ
の
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
空
き
店
舗
が
増
え

つ
つ
あ
る
商
店
街
で
は
、
こ
の
助
成
金
を
利
用

し
て
商
店
街
の
店
舗
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
れ

会
社
ア
・
ラ
・
小
布
施
を
視
察
し
た
。
同
社

は
、
１
９
９
３
年
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
と
し
て

設
立
さ
れ
た
。
50
人
を
超
え
る
出
資
者
は
、
資

金
、
労
力
、
ア
イ
デ
ィ
ア
等
持
て
る
資
源
を
提

供
す
る
が
、
直
接
の
見
返
り
を
求
め
ず
、
小
布

施
全
体
が
向
上
す
る
こ
と
が
配
当
と
い
う
考
え

で
行
動
。
以
来
、「
栗
と
北
斎
と
花
の
ま
ち
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
。
ま
ち
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
①
北
斎
の
肉
筆
画
を
集
め
た
「
北
斎
館
」

の
開
館
。
②
地
場
産
業
・
栗
菓
子
店
の
活
躍
。

③
町
並
修
景
事
業
。
④
花
の
ま
ち
づ
く
り
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
こ
ま
で
成
功
し
た
要
因
（
人
口

１
万
２
０
０
０
人
、
面
積
20
㎢
の
ま
ち
に
年
間

１
２
０
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。）
は
、
歴

代
の
町
長
が
方
向
転
換
す
る
こ
と
な
く
同
じ
方

向
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
こ
と
。
４
つ

の
協
働
す
な
わ
ち
町
民
、
地
場
起
業
、
町
外
起

業
、
研
究
機
関
や
大
学
が
う
ま
く
機
能
し
て
、

町
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
努
力
を
し
続
け
て
き
た
成

果
で
あ
る
。

社員から説明を受けながら町並みを視察

館林市役所

大田原市・子ども未来館

山形まなび館

新「
道
の
駅
」た
ろ
う
の

運
営
方
法
は

平
成
29
年
度
中
に

方
針
決
定
す
る

　
旧
「
道
の
駅
」
た
ろ
う
は
、
借
地
の
契

約
満
了
に
加
え
老
朽
化
も
激
し
く
、
新
築

移
転
は
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
と
考
え
る
。

新
「
道
の
駅
」
た
ろ
う
は
、
国
土
交
通
省
の
全

国
重
点
「
道
の
駅
」
に
選
定
さ
れ
、
そ
の
役
割

は
大
き
く
、
地
域
及
び
市
の
経
済
、
観
光
の
発

展
に
も
寄
与
す
る
施
設
と
期
待
す
る
と
こ
ろ

だ
。
そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
新
「
道
の
駅
」
た
ろ
う
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
。
②
重
点
「
道
の
駅
」
と
し
て
の
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
。
③
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
の
集
客
の
方
法
は
。
④
集
客
の
ポ
イ
ン
ト

で
あ
ろ
う
三
王
岩
周
辺
の
復
旧
、
整
備
は
。

山
本
市
長

　
①
国
土
交
通
省
が
ト
イ
レ
・
休
憩
施

設
・
交
通
情
報
提
供
施
設
を
、
市
が
農
林
水
産

物
の
直
売
施
設
と
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
を
整
備

す
る
。
管
理
運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
度
中
に
方
針
を
決
定
す
る
。

②
直
売
施
設
の
整
備
を
進
め
、
地
元
で
水
揚
げ

し
た
魚
介
類
の
直
売
、
加
工
品
販
売
や
地
元
農

産
物
等
の
直
売
に
よ
り
、
地
域
の
農
林
水
産
業

の
振
興
を
図
る
。

③
三
陸
沿
岸
道
路
か
ら
誘
導
す
る
看
板
の
設

置
、
多
言
語
に
よ
る
観
光
案
内
機
能
の
整
備
、

地
域
の
特
色
に
あ
ふ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

や
、
特
産
品
の
販
売
等
が
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。

④
平
成
28
年
度
の
工
事
に
つ
い
て
は
す
で
に
着

手
し
て
お
り
、
三
王
団
地
か
ら
三
王
岩
に
至
る

遊
歩
道
整
備
等
を
行
う
と
聞
い
て
い
る
。
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
は
、
漁
港
側
か
ら
の
遊
歩
道

の
補
修
等
を
行
う
と
の
こ
と
だ
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

● 

栃
木
県
大
田
原
市
・
全
国
に
先
駆
け
て
実
施

し
て
い
る
学
校
給
食
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

　
11
月
10
日
、
栃
木
県
大
田
原
市
の
学
校
給
食

費
の
無
料
化
に
つ
い
て
視
察
し
た
。
学
校
給
食

の
無
料
化
は
、
市
長
の
公
約
で
あ
り
「
す
べ
て

子
供
向
け
の
大
型
屋
内
遊
戯
施
設
の
設
置
が

様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と

図
書
館
と
一
時
保
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
併
設
さ

れ
て
お
り
、
入
込
客
数
の
増
加
を
押
し
あ
げ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

経
済
常
任
委
員
会

● 

群
馬
県
館
林
市
・
店
舗
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成

金
に
つ
い
て

　
11
月
9
日
、
館
林
市
で
行
わ
れ
て
い
る
「
店

舗
リ
ユ
ー
ア
ル
助
成
金
」
に
つ
い
て
視
察
し

た
。
館
林
市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た

ば
、
商
店
街
の
若
返
り
に
も
つ
な
が
り
、
一
種

の
カ
ン
フ
ル
剤
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

● 

長
野
県
小
布
施
町
・
六
次
産
業
化
へ
の
あ
ゆ

み
「
協
働
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
経
過

と
特
徴
に
つ
い
て

　
11
月
10
日
、
長
野
県
小
布
施
町
に
あ
る
株
式

常
任
委
員
会
視
察
報
告
宮
古
市
の
様
々
な
懸
案
の
解
決
の
た
め
に
、
各
委
員
会
で
先
進
地
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

質問答弁

問

答
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鳥居　晋 議員

1819

12
月
定
例
会

12
月
定
例
会

補
正
予
算
審
査

補
正
予
算
審
査

資
格
審
査
特
別
委
員
会

資
格
審
査
特
別
委
員
会

視
察
報
告

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費
使
用
状
況

議
会
報
告
会

政
務
活
動
費
使
用
状
況

決
算
審
査

決
算
審
査

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

一
般
質
問

視
察
報
告



問
　
避
難
所
や
防
災
倉
庫
の
鍵
を
行

政
以
外
に
は
誰
が
保
管
し
て
い
る
の

か
住
民
は
わ
か
ら
な
い
。
行
政
と
地

域
住
民
が
連
携
を
密
に
し
て
お
か
な

い
と
災
害
時
は
機
能
し
な
い
。

答
　
鍵
の
保
管
、
開
閉
管
理
等
に
つ

い
て
は
市
に
確
認
す
る
。

【
定
住
促
進
に
つ
い
て
】

問
　
若
い
人
た
ち
が
地
元
に
と
ど
ま

る
施
策
を
考
え
て
ほ
し
い
。

答
　
議
会
で
も
い
ろ
い
ろ
議
論
し
て

い
る
。

問
　
空
き
家
が
増
え
て
き
た
の
で
対

策
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

答
　
議
会
で
も
特
別
対
策
委
員
会
で

空
き
家
対
策
を
検
討
中
で
あ
る
。

問
　
少
子
化
と
若
者
の
流
出
が
深
刻

に
感
じ
る
。
宮
古
市
が
掲
げ
る
教
育

立
市
と
産
業
立
市
で
は
産
業
立
市
が

重
要
と
思
う
。ど
の
よ
う
な
評
価
を
す
る
の
か
。

答
　
震
災
後
道
路
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
整

備
さ
れ
れ
ば
企
業
誘
致
の
際
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
思
う
。
工
業
地
帯
の
整
備
も
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
話
が
あ
っ
た
こ
と
を
市
に
伝
え
る
。

問
　
若
者
は
市
内
に
就
職
し
て
も
結
局
は
他
市

に
移
っ
て
し
ま
う
。
子
育
て
を
す
る
中
で
賃
金

が
安
い
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。
宮
古
市
の

賃
金
レ
ベ
ル
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
　
内
陸
の
方
が
賃
金
レ
ベ
ル
が
高
く
、
生
活

し
や
す
い
も
の
と
思
う
。
子
育
て
し
や
す
い
よ

う
に
、
保
育
料
や
医
療
費
の
減
免
を
引
き
続
き

行
い
、
新
た
な
政
策
に
つ
い
て
議
会
の
特
別
委

員
会
で
検
討
し
て
い
く
。

【
中
心
市
街
地
整
備
計
画
に
つ
い
て
】

問
　
中
心
市
街
地
拠
点
施
設
整
備
事
業
の
祈
願

祭
に
議
員
の
参
加
が
少
な
か
っ
た
が
、
理
由
は

何
か
。

答
　
色
々
な
考
え
を
持
っ
た
議
員
が
い
る
の

で
、
各
議
員
の
欠
席
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。

問
　
中
心
市
街
地
拠
点
施
設
の
市
役
所
の
全
体

図
が
載
っ
て
い
る
。
現
在
の
図
面
か
ら
今
度
建

築
さ
れ
る
１
階
フ
ロ
ア
の
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト

は
現
在
の
地
面
と
比
べ
る
と
ど
の
く
ら
い
か
。

答
　
現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
場
所
は
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
、
ア
イ
オ
ン
台
風
の
規
模
で

２
ｍ
前
後
の
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
地
域
。
建
て

る
場
所
は
１
・
５
ｍ
盛
り
土
す
る
。

問
　
市
役
所
を
建
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
財
政
破

綻
が
起
き
な
い
か
心
配
だ
。
企
業
誘
致
や
産
業

振
興
な
ど
の
取
り
組
み
が
弱
い
と
思
う
。
財
源

等
青
写
真
を
作
っ
て
説
明
し
て
ほ
し
い
。

答
　
市
役
所
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
国
が
交

付
税
で
補
填
す
る
合
併
特
例
債
制
度
を
使
う
の

で
、
市
は
財
政
破
綻
が
起
き
る
こ
と
は
無
い
と

言
い
切
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
計
算
の
根
拠
も

示
し
て
い
る
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ

ス
す
る
と
分
か
る
と
思
う
。

問
　
新
庁
舎
の
建
設
費
１
１
０
億
の
内
訳
は
。

答
　
復
興
交
付
金
28
・
５
億
円
、
災
害
復
旧
費

２
・
６
億
円
、
地
域
医
療
交
付
金
１
・
７
億
円
、

合
併
特
例
債
57
・
３
億
円
、
一
般
財
源
12
・

０
億
円
と
な
る
。

問
　
新
庁
舎
の
駐
車
場
は
料
金
を
取
る
と
い
う

話
だ
が
、
無
料
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

答
　
市
役
所
に
用
事
が
あ
る
方
は
無
料
時
間
と

な
る
よ
う
検
討
中
。
完
全
無
料
に
す
る
と
、
市

役
所
に
用
が
な
い
人
で
も
駐
車
場
を
利
用
す
る

可
能
性
が
あ
る
。

問
　
新
庁
舎
が
で
き
た
場
合
、
現
庁
舎
の
跡
地

は
ど
う
な
る
か
。

答
　
現
庁
舎
は
解
体
予
定
。
議
会
で
は
特
別
委

員
会
で
現
庁
舎
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
提
案
書

を
作
成
中
。

【
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
】

問
　
全
国
で
政
務
活
動
費
問
題
が
話
題
に
な
っ

て
い
る
。
報
告
会
の
度
に
宮
古
市
の
状
況
を
説

明
し
て
ほ
し
い
。

答
　
政
務
活
動
費
使
用
状
況
の
説
明
、
資
料
配

布
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。
収
支
の
一
覧
を
議

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

問
　
宮
古
市
議
会
で
は
政
務
活
動
費
は
前
金

か
、
そ
れ
と
も
そ
の
都
度
交
付
さ
れ
る
の
か
。

答
　
年
額
15
万
円
を
一
括
前
金
で
交
付
さ
れ

る
。

問
　
今
は
パ
ソ
コ
ン
で
全
国
を
調
べ
る
こ
と
が

で
き
、
大
体
調
べ
が
つ
く
の
で
政
務
活
動
費
は

あ
ま
り
い
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
調
査
で
き

な
い
部
分
に
政
務
活
動
費
を
使
っ
て
は
ど
う

か
。

答
　
大
事
な
ご
指
摘
と
思
う
。
ネ
ッ
ト
で
必
要

な
情
報
は
取
れ
、
政
務
活
動
費
を
使
わ
な
く
て

も
資
料
入
手
で
き
る
環
境
は
そ
の
と
お
り
で
あ

る
。
た
だ
そ
れ
で
足
り
る
か
ど
う
か
と
い
う
一

面
も
あ
る
。

【
地
域
の
問
題
に
つ
い
て
】

問
　
赤
前
復
興
団
地
か
ら
の
道
路
に
歩
道
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
外
灯
、
滑
り
止
め
の
砂
を
早

く
設
置
し
て
ほ
し
い
が
。

答
　
外
灯
は
業
者
に
発
注
に
な
っ
て
い
る
。
外

灯
以
外
の
件
は
市
に
伝
え
る
。

問
　
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
年
々
ひ
ど
く
な
っ
て

お
り
、
田
畑
の
収
穫
量
も
減
少
し
て
い
る
。
今

後
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
各
地
区
か
ら

要
望
が
出
て
お
り
、
市
は
電
気
柵
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
猟
友
会
に
対
し
て
も
補
助
金
を

出
し
、
駆
除
に
力
を
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

問
　
キ
ュ
ウ
リ
沢
の
道
路
は
、
当
初
「
来
年
３

月
に
で
き
る
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
今
の
状

況
で
は
で
き
そ
う
も
な
い
。
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答
　
一
部
の
地
権
者
の
合
意
が
得
ら
れ
ず
遅
れ

て
い
る
と
の
こ
と
。
詳
し
い
内
容
は
後
ほ
ど
回

答
す
る
。

問
　
国
道
３
４
０
号
は
着
々
と
整
備
が
進
ん
で

い
る
。
小
国
地
区
は
通
過
地
点
と
な
っ
て
し
ま

う
か
と
心
配
だ
。
道
の
駅
は
実
現
す
る
の
か
。

　
宮
古
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本

条
例
に
基
づ
き
、
11
月
15
日
、
16

日
、
17
日
の
３
日
間
、
議
長
を
除
く

26
名
の
議
員
が
５
班
に
分
か
れ
、
15

会
場
で
議
会
報
告
会
を
実
施
し
、
延

１
８
２
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
回
は
９
月
定
例
会
を
は
じ

め
、
人
口
減
少
対
策
や
台
風
被
害
に

よ
る
主
な
被
害
状
況
と
議
会
の
審
議

状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
に

お
い
て
出
席
者
に
よ
り
台
風
10
号
被

害
に
か
か
わ
る
質
問
や
意
見
な
ど
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
項
目
ご
と
に

そ
の
内
容
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

【
台
風
10
号
被
害
関
連
に
つ
い
て
】

問
　
震
災
と
今
回
の
台
風
と
で
は
支

援
内
容
が
違
う
の
か
。

答
　
国
か
ら
の
予
算
が
決
ま
っ
て
い

な
い
の
で
、
ま
だ
十
分
な
支
援
は
で

き
て
い
な
い
が
市
は
震
災
時
と
同
等

に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

問
　
旧
茂
市
小
学
校
に
ゴ
ミ
の
山
が

あ
る
が
い
つ
頃
の
撤
去
と
な
る
の

か
。

答
　
閉
伊
川
沿
い
は
県
が
、
そ
れ
以

外
は
市
が
撤
去
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
市
に
問
い
合
わ
せ
る
。

問
　
ア
イ
オ
ン
台
風
で
は
８
０
０
㎜

の
雨
が
降
っ
た
が
、
堤
防
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
何
㎜
で
行
っ
た
の
か
。

答
　
当
時
は
堤
防
が
な
か
っ
た
。
現

在
は
同
様
の
雨
で
超
え
る
こ
と
は
な
い
と
思
わ

れ
る
。

問
　
台
風
被
害
で
道
路
が
崩
れ
て
い
る
部
分
が

あ
る
。
地
元
で
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
や
点
滅
灯
を
設

置
し
て
い
る
場
所
も
あ
る
。
市
は
市
道
の
管
理

を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
台
風
被
害
に
つ
い
て
は
現
在
査
定
中
。
道

路
等
は
12
月
中
に
査
定
す
る
場
所
も
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
パ
ト
ロ
ー
ル
で
足
り
な
い
部
分
は

郵
便
局
な
ど
と
協
定
を
結
ん
で
調
査
し
て
い
る

が
、
場
所
を
教
え
て
も
ら
え
れ
ば
市
に
調
査
に

行
く
よ
う
伝
え
る
。

問
　
閉
伊
川
水
門
の
建
設
工
事
が
台
風
被
害
に

与
え
た
影
響
を
検
討
し
た
か
。

答
　
今
回
の
台
風
被
害
に
影
響
を
与
え
た
か
ど

う
か
の
検
証
結
果
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。

問
　
宮
古
市
の
危
機
管
理
体
制
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答
　
河
川
の
水
門
閉
鎖
に
つ
い
て
は
現
在
検
証

中
。
そ
の
ほ
か
の
原
因
究
明
に
つ
い
て
も
調
査

中
で
あ
る
。
ま
た
、
地
震
津
波
と
違
い
、
沿
岸

直
撃
台
風
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
。

問
　
台
風
10
号
の
被
災
に
よ
る
補
助
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
補
助
は
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
で
変
わ
っ
て
く

る
が
、
市
民
向
け
の
ほ
か
事
業
主
向
け
も
考
え

て
い
る
。
補
助
事
業
は
で
き
る
部
分
か
ら
予
算

を
つ
け
て
い
る
。

問
　
台
風
10
号
で
道
路
が
土
砂
崩
れ
と
な
り
、

車
３
台
が
流
さ
れ
る
大
水
が
出
た
。市
か
ら「
こ

こ
は
青
線
だ
か
ら
や
れ
な
い
。」と
言
わ
れ
た
。

市
の
対
応
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
。
住
宅
が
何

戸
も
あ
る
の
で
市
で
直
し
て
ほ
し
い
が
。

答
　
私
道
路
の
舗
装
は
３
世
帯
以
上
あ
れ
ば
２

分
の
１
補
助
制
度
（
上
限
１
０
０
万
円
）
が
あ

る
が
検
討
課
題
で
も
あ
る
。
ま
ず
現
地
を
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問
　
今
回
の
台
風
災
害
に
お
い
て
、
役
所
の
機

能
が
働
い
た
か
疑
問
だ
。
避
難
指
示
も
聞
こ
え

な
か
っ
た
。
行
政
側
は
も
っ
と
危
機
感
を
持
つ

べ
き
だ
。

答
　
道
路
が
寸
断
さ
れ
て
い
る
中
、
総
合
事
務

所
職
員
も
災
害
対
応
に
一
生
懸
命
頑
張
っ
た
と

思
う
。
も
っ
と
危
機
感
を
持
つ
こ
と
も
確
か
で

あ
り
、
今
後
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
　
台
風
10
号
災
害
に
つ
い
て
、
行
政
サ
イ
ド

の
事
務
的
検
証
だ
け
で
な
く
、
避
難
者
が
ど
う

い
う
行
動
を
と
っ
た
か
検
証
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
避
難
所
の
検
証
も
す

べ
き
と
思
う
。

答
　
避
難
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
議
会
の
検

証
作
業
の
中
で
行
っ
て
い
く
。

問
　
台
風
で
公
用
車
が
73
台
も
被
災
す
る
と
い

う
の
は
市
の
危
機
管
理
が
甘
い
の
で
は
な
い

か
。

答
　
災
害
対
策
本
部
の
立
ち
上
げ
は
早
か
っ

た
。
東
日
本
大
震
災
の
検
証
が
十
分
活
か
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
声
が
市
民
か
ら
聞
か
れ
る
の

も
事
実
だ
。
公
用
車
が
被
災
し
た
こ
と
で
災
害

対
応
の
初
動
が
遅
れ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

問
　
台
風
10
号
で
い
た
る
と
こ
ろ
の
林
道
が
被

害
を
受
け
て
い
る
が
、
復
旧
の
見
通
し
は
ど
う

か
。

答
　
12
月
に
災
害
査
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
来
年
早
々
に
は
復
旧
工
事
に
は
着
手

す
る
と
思
う
。

【
防
災
関
連
に
つ
い
て
】

問
　
山
の
木
を
切
っ
て
保
水
力
が
な
く
な
っ
た

と
こ
ろ
に
雨
が
降
っ
て
の
災
害
の
よ
う
に
思
え

る
が
、
無
計
画
に
木
を
切
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

答
　
無
計
画
に
は
木
は
切
っ
て
い
な
い
よ
う

だ
。

問
　
河
川
に
木
が
多
く
生
え
て
い
る
。
河
川
整

備
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
　
県
が
河
川
整
備
の
計
画
を
作
っ
て
い
る
。

排
水
ポ
ン
プ
も
整
備
さ
れ
た
配
電
盤
が
浸
水
し

た
場
所
も
あ
る
。
安
心
し
て
使
え
る
河
川
整
備

を
要
望
し
て
い
く
。

問
　
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い
た
め
、
不
安
な

生
活
を
し
て
い
る
。

答
　
具
体
的
に
聞
こ
え
な
い
場
所
も
伺
っ
た
の

で
危
機
管
理
課
に
伝
え
、
調
査
、
改
善
す
る
よ

う
伝
え
る
。
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◆政務活動費の使用状況（平成 27年度） （単位：円）

議員氏名
政務活動費（交付金）の使用状況 政務活動に要した経費（自己負担分を含む）

使用額 返還額 使用率（%）研究研修費 調査旅費 資料作成費 資料購入費 広報費 合　計

今　村　　　正 150,000 0 100.0 0 0 0 37,116 210,532 247,648

小　島　直　也 119,125 30,875 79.4 104,740 0 0 14,385 0 119,125

近　藤　和　也 150,000 0 100.0 0 141,659 0 9,876 0 151,535

佐々木　清　明 129,616 20,384 86.4 54,940 74,676 0 0 0 129,616

白　石　雅　一 128,031 21,969 85.3 54,940 61,091 0 12,000 0 128,031

鳥　居　　　晋 58,011 91,989 38.6 54,940 0 0 3,071 0 58,011

中　島　清　吾 150,000 0 100.0 78,784 74,316 0 0 0 153,100

伊　藤　　　清 143,406 6,594 95.6 0 133,530 0 9,876 0 143,406

内　舘　勝　則 53,266 96,734 35.5 0 40,930 0 12,336 0 53,266

北　村　　　進 117,706 32,294 78.4 0 113,775 3,931 0 0 117,706

佐々木　重　勝 71,423 78,577 47.6 0 60,115 0 11,308 0 71,423

須賀原　チエ子 149,985 15 99.9 48,070 101,915 0 0 0 149,985

髙　橋　秀　正 150,000 0 100.0 49,800 0 0 33,715 69,234 152,749

橋　本　久　夫 129,110 20,890 86.0 0 100,399 0 28,711 0 129,110

古　舘　章　秀 139,531 10,469 93.0 0 127,195 0 12,336 0 139,531

工　藤　小百合 150,000 0 100.0 33,660 122,379 0 0 0 156,039

坂　本　悦　夫 150,000 0 100.0 196,240 0 0 0 0 196,240

長　門　孝　則 104,650 45,350 69.7 0 72,812 0 31,838 0 104,650

佐々木　　　勝 126,270 23,730 84.1 34,930 82,316 0 9,024 0 126,270

落　合　久　三 121,094 28,906 80.7 79,764 41,330 0 0 0 121,094

竹　花　邦　彦 125,742 24,258 83.8 0 72,445 0 53,297 0 125,742

松　本　尚　美 91,892 58,108 61.2 0 72,452 0 19,440 0 91,892

坂　下　正　明 111,566 38,434 74.3 98,071 0 0 13,495 0 111,566

茂　市　敏　之 42,610 107,390 28.4 41,010 0 0 1,600 0 42,610

藤　原　光　昭 150,000 0 100.0 0 172,967 0 0 0 172,967

田　中　　　尚 150,000 0 100.0 68,166 73,726 0 20,620 0 162,512

加　藤　俊　郎 120,686 29,314 80.4 0 117,615 0 3,071 0 120,686

前　川　昌　登 0 150,000  - 0 0 0 0 0 0

　政務活動費とは、議員が行う調査研究その他の活動に資するために必要な経費の一部として市から交付されるも

ので、交付額は議員１人につき年額 15万円です。

　政務活動費は、条例で定められた使途基準に従って使用し、どのような経費にいくら支出したのか、年度末に領

収書の原本を添えて報告することになっています。経費が 15万円に満たなかった場合は残金を返還し、15万円

を超えた場合は、超えた分を自己負担することになっています。

　平成 27年度は全議員（28名）が交付を受けました。議員ごとの使用状況については、下の表をご覧ください。

※ 宮古市議会では、政務活動費の収支一覧表をホームページへ掲載しています。なお、領収書など収支報告書を閲覧するため

には請求手続きが必要となりますので、議会事務局（☎ 68-9113）までお問い合わせください。

政務活動費の使用状況をお知らせします
答
　
現
在
、
遠
野
〜
川
井
間
は
ト
イ

レ
も
休
憩
所
も
な
い
。
地
域
の
要
望

も
あ
り
、
市
で
は
道
の
駅
を
は
じ

め
、
ど
の
よ
う
な
活
性
化
策
が
あ
る

か
検
討
し
て
い
る
。

問
　
崎
山
地
区
は
世
帯
数
や
人
口
は

増
加
し
て
い
る
が
、
小
中
学
生
の
数

は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
中
学
生
に
な

る
と
希
望
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
求
め
て

他
校
に
転
校
す
る
生
徒
も
い
る
。
学

区
外
通
学
を
規
制
す
べ
き
だ
。

答
　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
ク
ラ
ブ

活
動
を
理
由
に
し
た
学
区
外
通
学
を

認
め
て
い
る
。
地
域
の
思
い
は
わ
か

る
が
保
護
者
・
児
童
生
徒
の
希
望
を

優
先
し
て
い
る
。

﹇
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
﹈

・
牛
伏
か
ら
根
城
に
抜
け
る
道
路
を
災
害
時
の

代
替
え
道
路
と
し
て
整
備
し
て
ほ
し
い
。

・
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
は
実
施
し
て
い
る
の
か
、

台
風
に
よ
る
流
木
等
が
海
岸
に
多
く
流
れ
て

い
る
。
未
だ
に
車
が
通
れ
な
い
場
所
も
あ
る

の
で
調
査
し
て
ほ
し
い
。

・
引
越
し
た
家
に
猫
や
犬
が
残
さ
れ
て
い
る
。

保
健
所
以
外
に
引
き
取
っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ

が
ほ
し
い
。

・
閉
伊
川
の
堤
防
が
ず
っ
と
続
い
て
い
る
が
、

岩
手
缶
詰
の
あ
た
り
で
切
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
歩
道
を
付
け
て
ほ
し
い
。

・
水
門
の
管
理
は
消
防
団
で
、
開
閉
の
判
断
は

現
場
の
人
が
下
す
べ
き
と
思
う
。

・
今
回
の
台
風
で
津
軽
石
の
各
地
で
浸
水
が
起

き
た
。
山
側
で
三
陸
自
動
車
道
を
造
っ
て
い

る
の
で
、
そ
の
影
響
も
あ
る
と
思
う
。
道
路

が
完
成
す
る
と
、
排
水
が
も
っ
と
悪
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
、
排
水
計
画
を

し
っ
か
り
と
考
え
て
ほ
し
い
。

・
宮
古
西
中
近
く
の
市
営
住
宅
付
近
の
市
道
が

度
々
陥
没
す
る
。
水
脈
が
あ
る
の
か
応
急
的

に
補
修
し
て
い
る
が
抜
本
的
に
直
す
よ
う
対

応
し
て
ほ
し
い
。

・
金
浜
か
ら
八
木
沢
経
由
で
道
路
が
で
き
て
い

る
が
、
所
々
狭
い
部
分
も
あ
る
。
で
き
れ
ば

八
木
沢
経
由
で
バ
ス
を
お
願
い
し
た
い
。

・
金
浜
高
台
の
公
園
は
道
路
を
挟
み
、
左
右
に

作
っ
て
い
る
た
め
、
子
供
た
ち
が
行
っ
た
り

来
た
り
し
て
危
険
だ
。

・
災
害
で
道
路
が
寸
断
さ
れ
れ
ば
市
職
員
も
来

ら
れ
な
い
。
今
回
の
台
風
災
害
で
、
民
間
の

ト
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
て
旧
道
の
土
砂
撤
去

を
行
っ
た
が
、
地
域
で
知
恵
を
働
か
せ
、
行

政
に
頼
る
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
住
民
で
で

き
る
こ
と
は
や
る
と
い
う
自
助
、
共
助
を
高

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・
中
山
間
地
の
農
業
の
現
状
は
、
高
齢
化
で

農
地
を
耕
せ
な
い
人
が
増
え
、
水
利
や
農
地

（
田
）
の
管
理
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
高

齢
化
等
に
よ
る
機
械
化
も
進
ん
で
い
る
。
一

方
で
、
機
械
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
た
め

に
は
農
地
の
拡
張
を
図
る
必
要
が
あ
る
が
、

国
に
は
よ
い
施
策
が
な
い
。
台
風
被
害
農
地

の
復
旧
と
合
わ
せ
て
、
市
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
り
柔
軟
な
発
想
で
農
地
の
管
理
を
改

善
し
、
農
地
拡
張
を
図
れ
る
よ
う
な
独
自
施

策
が
で
き
な
い
か
。

・
崎
山
の
箱
石
地
区
で
は
携
帯
電
話
も
光
フ
ァ

イ
バ
ー
も
つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
不
便
を
感
じ

て
い
る
。
ま
た
、
住
民
の
７
割
以
上
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
で
買
い
物
難
民
だ
。
２
世
帯

の
Ｕ
タ
ー
ン
者
も
い
る
が
、
バ
ス
が
な
く

困
っ
て
い
る

・
早
池
峰
の
馬
留
〜
小
田
越
間
は
市
の
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
で
登
山
道
に
な
っ
て
い
る
が
、

森
林
管
理
署
の
土
地
で
市
は
借
り
て
い
な

い
。
森
林
管
理
署
は
申
請
が
あ
れ
ば
無
償
で

貸
す
が
、
市
に
話
し
て
も
動
き
が
な
い
。
利

用
許
可
を
取
っ
て
、
木
の
博
物
館
利
用
に
つ

な
げ
る
べ
き
だ
。

議会報告会開催

【第１班】
　班員：鳥居晋　中島清吾　茂市敏之　藤原光昭　加藤俊郎

　会場：佐原地区センター　蟇目高齢者コミュニティセンター

　　　　赤前コミュニティ消防センター

【第２班】
　班員：今村正　白石雅一　須賀原チエ子　佐々木勝　坂下正明

　会場：宮古市役所　津軽石公民館　

　　　　消防第 29分団屯所（田老大平）

【第３班】
　班員：北村進　橋本久夫　古舘章秀　坂本悦夫　田中尚

　会場：三王地区自治会研修センター　近内地区センター

　　　　高浜コミュニティ消防センター

【第４班】
　班員：小島直也　佐々木清明　佐々木重勝　工藤小百合

　　　　竹花邦彦　松本尚美

　会場：川井生涯学習センター　鍬ヶ崎公民館　崎山公民館

【第５班】
　班員：伊藤清　内舘勝則　髙橋秀正　長門孝則　落合久三

　会場：長沢農村センター　小国地域振興センター

　　　　フラットピアみやこ
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東
日
本
大
震
災
の
後
に
台
風
10
号
の

被
害
も
あ
り
、
市
民
の
皆
様
の
中
に
は

二
度
の
災
害
に
心
が
打
ち
砕
か
れ
て
大

変
な
中
に
、
お
ら
れ
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
是
非
と
も
み
ん
な
で
励
ま
し

合
い
、
助
け
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
市
民
歌
の
三
番
に
「
市
民
と
市

民
の
き
ず
な
も
か
た
い
」
と
あ
る
よ
う

に
。

　「
市
民
の
皆
様
の
役
に
立
つ
」
広
報

づ
く
り
を
念
頭
に
２
０
１
７
年
、
こ
の

新
年
と
共
に
新
た
な
決
意
で
、
広
報
編

集
委
員
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
が
希
望
に
満
ち
溢
れ
、
素
晴
ら

し
い
一
年
と
な
る
こ
と
を
祈
り
、
議
会

だ
よ
り
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
冬
来
た
り
な
ば
、
春
遠
か
ら
じ
・・
。

土
の
中
で
は
も
う
春
の
準
備
が
は
じ

ま
っ
て
い
ま
す
ね
、
き
っ
と
。
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編集委員

小島 直也

本会議は生中継（ライブ）しています。
録画中継は、本会議のおおむね５日後（土日祝を除く）
から配信いたします。（パソコン対応のみ）

宮古市議会のトップページのリンクをクリックしてご
覧ください。

本会議開催中の午前 8時５分頃からの放送です。

２月中旬の開催予定です。会期日程が決まり次第、宮
古市議会のトップページに掲載します。詳しくは議会

事務局におたずねください。（☎ 68－9113）
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12
月
23
日
、
市
民
待
望
の
北
部
環
状
線
山

口
〜
佐
原
間
２
・
３
㎞
が
完
成
し
、
開
通
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
北
部
環
状
線
は
総
延
長

３
・
６
㎞
で
市
街
地
北
側
に
新
た
な
ル
ー
ト

を
整
備
し
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
。

県
立
宮
古
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
や
渋
滞

緩
和
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
の

利
用
を
目
的
に
工
事
が
進
め
ら
れ
、
こ
の
工

区
２
・
３
㎞
は
平
成
23
年
度
か
ら
約
５
年
間

の
歳
月
を
費
や
し
完
成
し
た
も
の
で
す
。
残

り
の
工
区
の
近
内
〜
山
口
間
１
・
３
㎞
は
平

成
25
年
度
に
着
手
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度

に
全
線
開
通
の
予
定
で
す
。

待
望
の
宮
古
市
北
部
環
状
線

 

山
口
〜
佐
原
間
２
・
３
ｋ
ｍ
開
通


